
京都市内遺跡試掘立会調査概報

昭和63年度

京 都 市文化観 光 局



序

西暦794年、平安京遷都以来、政治．学問．芸術．文化．

宗教の中心都市として栄えた京都は、数多くの文化遺産を保

ちながら、現在も大都市として躍進を続ける世界的にも希な

文化都市であります。

本市では昨年、2巡目初回の国民体育大会を開催し、本年

は市制100周年、5年後には平安建都1200年をむかえ、現在

の京都は大きな節目にたっていると言えます。

近年、都市の活性化により、各種事業に伴う埋蔵文化財の

発掘調査が年々増加していますが、これらの発掘調査の成果

を後世に伝えるよう努めております。

本書は、昭和63年度に京都市ｶ苛国庫補助を得て、財団法人

京都市埋蔵文化財研究所に委託して実施した埋蔵文化財調査

の報告書であります。調査・報告にあたっては市民のみなさ

ま、文化庁をはじめ数多くの方々に御協力を賜りました。

御協力をいただいた方々に心から御礼を申し上げますとと

もに、本報告書が京都の歴史を解明する資料として大いに御

活用いただければ幸です。

平成元年3月

京都市文化観光局
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1．本書は京都市文化観光局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託して実施した、文

化庁国庫補助に伴う昭和63年度の京都市内遺跡試掘立会調査概要報告書である。

2．本書の執筆分担は次の通りである。

I･II．III．ⅥIの1･2家崎孝治IV平田泰V･Ⅵの1･2．4．ⅥIの3久

世康博VIの3久世康博吉村正親

3．写真は遺構の一部を除き牛嶋茂が担当した。

4．本書に使用した遺跡、遺構の記号は奈良国立文化財研究所の使用例に従った。

5．位置の記載は平面直角座標系VIによる。京都市遺跡測量基準点を使用し、記載した数

値はX、Yとも、単位で、水準はT･Pである。

6．本書作成にあたっては、近藤章子、端美和子、尾藤徳行、松尾武彦、松尾雅章、吉本

健吾、竜子正彦が参加した。

7．本書に掲載した地図は、京都市都市計画局の地図を調整し、以下のごとく使用した。

平安宮跡図版28000分の1(京都市都市計画局発行聚楽廻、壬生各2500分の1)

平安京跡図版3～1210000分の1(同上、花園、聚楽廻、御所、山ノ内、壬生、三

条大橋、西京極、島原、五条大橋、中河原、梅小路、京都駅各2500分の1)

北白川瓦窯跡北白川廃寺跡上終町遺跡小倉町・別当町遺跡北白川上池田町古

墳群中臣遺跡白河街区岡崎遺跡図版1310000分の1(同上、田中、山科、勧

修寺、御所、吉田、三条大橋、岡崎各2500分の1)

鳥羽離宮跡下烏羽遺跡図版1410000分の1(同上､城南宮､下鳥羽各2500分の1)

中久世遺跡大藪遺跡長岡京跡東土川遺跡図版1510000分の1(同上、寺戸、

向日町、久我各2500分の1)

平安宮大極殿院跡図12000分の1(京都国立博物館発行聚楽廻、二条城1000分

の1）

平安宮豊楽院跡図52000分の1(同上、聚楽廻）

蛇塚古墳図105000分の1(京都市都市計画局発行太秦2500分の1)

山科本願寺跡図135000分の1(同上、山科2500分の1)

伏見城跡図195000分の1(同上、丹波橋2500分の1)
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I調査の概要

本報告は、京都市文化観光局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託して実施した、

文化庁国庫補助事業に伴う昭和63年度の京都市内遺跡の試掘・立会調査概要報告書である。

本書は、昭和63年1月4日より昭和63年12月28日までの間に実施した試掘・立会調査の概

要を報告する。

調査件数は、試掘調査163件、立会調査655件の計818件である。その内訳は、平安宮地区

(HQ)101(内訳21)件、平安京右京地区(HR)182(同40)件、平安京左京地区(HL)

241（同32）件、太秦地区(UZ)28(同7)件、洛北地区(RH)28(同7)件、北白川地

区(KS)42(同8)件、洛東地区(RT)45(同5)件、伏見･醍醐地区(FD)67件（同

11）件、鳥羽地区(TB)45(同13)件、南桂地区(MK)19(同6)件、長岡京地区(NG)

19（同5）件である。以上の内遺跡の遺存状態が良好な36件については発掘調査に切り換

えた。ここでは、本年度の試掘・立会調査で知り得た新たな成果について、その後の発掘

調査等の成果を踏まえて以下その概略を述べる。

平安宮・京域地区

平安宮域においては、太政官の北面築地とその外溝(HQ10)、官内を東西に区画する築

地遺構(HQ92)を検出した。内裏(62年度HQ94)の調査では、炭を多量に含む特異な土

擴を検出した。豊楽院の清暑堂推定地(HQ48)においては、版築基檀と礎石の根固め痕跡

を確認することができた。大極殿院東部(HQ12)の調査では宮都造営に関連する整地層と

瓦溜りを検出した。内匠寮(HQ55)の調査では、平安時代後期の南北溝と奈良時代の溝を

検出し平安宮造営以前の遺跡の一端が明かとなった。

平安京域の調査において得られた成果の内、条坊遺構としては､右京四条二坊十六町(62

年度HR195)と六条二坊十五町(HR13)の2カ所の調査で平安時代の道祖川跡を確認し

た。右京五条三坊二町(HR35)では綾小路南築地内溝を検出し溝内より8世紀末の土器類

が大量に出土した。右京七条二坊十五町（62年度HR210)では七条坊門小路北側溝を検出

した。

条坊遺構以外のものとしては、右京二条三坊三町(HR129)の調査で古墳時代後期の溝

を検出した。右京八条三坊七町(HR1)では木樋と濾過装置とみられる石組遺構を検出し

た。左京北辺二坊八町(HL269)では室町時代の小川御所の堀跡を検出した。左京二条二

坊十六町(HL113)では、藤原頼通に成る高陽院の庭園遺構を検出した。左京四条三坊七

－1－



町(HL125)の南蛮寺跡においては、当寺に関連する陶磁器や金属製品が出土した。その

ほか右京七条一坊九町(HR54)の試掘調査では、弥生時代後期の竪穴住居跡2戸を検出し

たが、建物の基礎変更により未調査となった。

平安京域外の地区

西野町遺跡(UZ3)においては平安時代前期の建物跡と古墳時代後期の竪穴住居跡を検出

した。蛇塚古墳(UZ4)周辺の公共下水道の立会調査では、主体部の石室下層に明確な遺物

包含層を検出し、当古墳の上限期を決定できる資料を得た。史跡名勝嵐山(UZ17)では平

安時代前期の庭園遺構を、仁和寺院家跡(UZ24)においては礎石建ち建物跡と古墳時代後

期の古墳の一部を検出した。北野廃寺跡(RH10)の調査では、平安時代の溝、土擴などを

検出し野寺に関連する新たな資料を得た。白河街区(KS22)では平安時代の瓦類と共に窯

体片を多数検出し、近辺に瓦窯の存在を想定する資料を得た。山科本願寺跡(RT5)の調

査では東西の石組溝を検出し、溝内より瓦類が大量に出土した。伏見城跡(FD32)の調査

では石組溝、石垣と共に焼け落ちた状況を呈する武家屋敷建物跡を検出した。鳥羽離宮跡

(TB7.29)においてはそれぞれ烏羽離宮期の遺構を明らかにした。大藪遺跡(MK14)では

中世村落の広がりを把まえることができた。長岡京跡(NG21)では、弥生時代中期の方形

周溝墓、古墳時代後期の溝、長岡京期の建物跡などを検出した。

以上が本年度の試掘立会調査の概要である。それらの中で、平安宮太政官跡の北面築地

及び区画築地の検出は、平安宮跡復原のための定点となる重要な発見である。また高陽院

の調査は、建物基礎工事の掘削中に庭園遺構が露出し、工事を中断して急遼発掘調査をお

こなったものである力罰、一等級の庭園遺構を検出し得るとともに一部移築保存できたこと

は幸いであった。

この数年急速に進行している都市再開発の波は依然としてそのスピードが衰えない。藤

ノ木古墳、長屋王邸宅跡、そして吉野ケ里遺跡を頂点とする現在のマスコミの考古学ブー

ムは、あまりにも現象面ばかりが強調されているようにおもえる。都市再開発を初めとす

る全国的な規模で進行している無秩序な土地開発の中で、日々行政発掘におわれつつ膨大

な考古資料を獲得しつつも、静岡県登呂遺跡の発掘調査以降どれほどの遺跡保存力罫為され

てきたであろうか。このような社会状況の中で今われわれに課せられた責務は、あらゆる

時代にわたっての指標となるべき遺跡そのものを後世に対して保存し伝えて行くことでは

ないであろうか。けっして机上の研究の成果を積み上げることに満足してはならないであ

ろう。
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II平安宮大極殿院跡(HQ12)

1．調査経過

調査地は、上京区千本通丸太町上る小山町に所在する。以前当地の西2軒隔てたところ

で大極殿の東軒廊跡を検出しており、今回当該地において大極殿院の東回廊跡を検出でき

る可能性があった。1988年5月に新築建物が計画されたため、事前に試掘調査を行うこと

になった。試掘調査は1988年5月11日に実施した。調査の結果、地表下0.7mにおいて平安

時代の瓦を大量に含む瓦溜りを検出した。回廊跡は検出できなかったものの瓦溜りの瓦の

遣存状態が良好なため、あらためて確認調査を行うことになった。確認調査は1988年5月

13日より16日までの3日間実施した｡調査面積は東西2m南北7mの計14m3であった。また

その後、建物基礎工事中に立会調査を行い、軒瓦類等を検出した。
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2．遺構・遺物

基本層序は、盛土が0.3m、近世層が0.3～0.4mで地表下0.7mで暗褐色砂礫の整地層とな

る。この暗褐色砂礫層の下にオリーブ褐色の砂っぽい泥砂層があり、共に平安宮造営時の

整地層とみられる。その下層は暗褐色砂泥層で、今までの周辺の調査例より考えて古墳時

代のものである。遺構は瓦溜りばかり4基あり、すべて整地層の上面において検出した。

瓦溜りは交互に切り合関係を持つが新旧の関係は明確には掴めなかった。瓦溜り4基の

⑬鱸霊燕雁
Y-23,165Y-23,164

，←’ B|>| B｣” Ｂ
ｊ

一

規模なもので調査区内だけ

で南北6m以上あり北及び

東側に広がり、その後の建

物基礎工事の立会調査にお

いて東隣家の下に広がって

いることが判明した。

X-109,190

出土した遺物は遺物箱で

x-109,19465箱ある。大半は瓦類であ

る。軒瓦は、軒丸瓦が4種

4点、軒平瓦が7種14点の

計11種18点である。

重圏文軒丸瓦（図3－1）

間隔の異なる三重の圏線を

巡らす。周縁は高く幅が狭
一L：45.00m

B′い。丸瓦部凸面は丁寧なへ

ラ削りを施す。瓦当裏面下

半部はへう削り調整。胎土

は綴密で硬く須恵質である。

SK3出土。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦

、

~～‐

T
1盛土「一
2暗褐色泥砂

今
、
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｡

4 S K254SK 2ヨ
5暗褐色砂礫

6オリーブ褐色泥砂

7暗褐色砂泥

’逆｜｜

､二二＝］
B
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－ ＝

図2遺構実測図（1／80）
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(図3－2）内外区を二重の界線で分かつ。瓦当周縁はへう削りの後ナデ調整､瓦当裏面下

半部はへう削りを施す。胎土は白色微砂粒を多く含むが級密、内面はやや赤味を帯び、外

面は黒灰色を呈する。SK1出土。

単弁十六葉蓮華文軒丸瓦（図3－3）中房に1＋6の蓮子を配す。珠文は花弁に対応し

て16個。瓦当周縁はヨコ方向のへラ削り、丸瓦凸面部は、タテ方向のへラ削りを施す。胎

土は2と酷似する。SK1出土。

唐草文軒平瓦（図3－4）対向C字形を中心文とする外行3転式である。顎部から平瓦

部にかけてヨコ方向の丁寧なナデ調整を施す。平瓦凸面部に幅4cmの縄目叩きを施す。胎

土は白色微砂粒を含み2．3と酷似する。SK1出土。

唐草文軒平瓦（図3－5．6）対向C字形を中心文とする外行3転式である。5の顎部

は幅が狭く間際まで斜め叩きを行う。6は顎のカーブを緩やかに作る。いずれもベンガラ

が付着する。胎土は砂粒を含み精良、須恵質に近い焼きを呈する。SK1出土。

唐草文軒平瓦（図4－7）外行3転式である。瓦当外周上下部とも幅広〈へラ削りを行

う。平瓦凸面部は縄目叩きを施す。胎土は白色微砂粒を多量に含み精良、須恵質である。

SK1出土。

唐草文軒平瓦（図4－8）対向C字形を中心文とする外行3転式である。瓦当外周をへ

う削りする。特に顎部から平瓦部にかけてきわめて平滑にへう削りを行う。脇区の珠文が

一部界線に接する。胎土は砂粒を少し含み繊密だが焼成はやや甘い。SK1出土。

唐草文軒平瓦（図4－9）半裁の花文を中心文とする、外行式である。胎土はほとんど

砂粒を含まず精良、内面灰白色、外面淡黒灰色を呈する。SK3出土。

唐草文軒平瓦（図4-10)背向C字形を中心文とする外行3転式である。珠文帯には密

に珠文を配す。胎土は砂粒を含み精良、内面暗榿灰色、外面黒灰色を呈する。SK1出土。

3．まとめ

大極殿院東回廊の遺構を検出することはできなかったが、難波宮式瓦を初めとして平安

時代前期から後期にわたる軒瓦類が大量に出土した。特に西賀茂瓦窯の製品が多く、生産

地との比較研究をする上にとって貴重な資料を得た。
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1I1平安宮豊楽院跡(HQ65)

1．調査経過

調査地は、中京区聚廻り中町53-11に所在する。当該地は、平安宮豊楽院の東限付近に推

定されるところである。1988年10月当地に建物新築工事が計画されたため、工事に先立ち

試掘調査を実施することとなった。試掘調査は1988年10月21日の1日実施した。調査の結

果、地表下0.4mにおいて平安時代の瓦を多量に含む南北方向の溝状遺構を検出した。この

溝状遺構は、豊楽院の東面築地に伴う遺構である可能性が高く、遺跡の重要さを考慮して

あらためて発掘調査を行うことになった。発掘調査は1988年11月1日より11月18日までの

15日間実施した。調査においては、東西8.5m南北6.3mの調査区を設定し、調査面積は54m2

であった。
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2．遺構・遺物

敷地全体の基本層序は比較的単純で､盛土及び近世の土層の厚さが0.3～0.4mあり、以下

は褐色礫砂層（一部下層の黄褐色泥砂層が露出する）の地山となる。この褐色礫砂層を掘

り込んで近世の瓦溜り、土取り穴､溝､井戸跡などがある。平安時代の瓦を含む南北溝(SD1)

は、これらと同一面の調査区西側において検出した。
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SD1幅2.6m、深さ0.5mを測りU字

形の掘形を持ち、北に向かって緩やかに

上がる。溝内の堆積土層は大きく3層に

分かれる。第一層の土層中には多量の瓦

を含むが、瓦は細かく砕かれた様相を呈

する。第二層を除去する過程において第

三層上面の溝両肩、特に西肩には、建造

物から落下した状況を伺わせる状態で丸

瓦、平瓦が出土した。完形品のものも含

まれる。

出土した遺物は遺物箱で51箱ある。

SD1より出土したもの力：大半を占め、そ

の内訳はほとんどが瓦類であり、他に少

1

－－－－－－－堂三二二言二二二言二ス

0 20cm

ー －－－－

量の土器類がある。 図7遺物実測図（1／4）

土器類

SD1より出土した土器類には、土師器、須恵器がある。

土師器杯(図7－1．2）平らな底部を持ち、体部は斜め上方にひらく。口縁部はやや屈

曲し、口縁端部は小さく肥厚する。e手法の土器である。1は口径が12.8cm、器高2.4cm、

2は口径13.6cm残存高2.3cmである。胎土は綴密で明榿色を呈する。第3層より出土したも

のである。

須恵器鉢(図7－3）やや肩の張る広口の形態で、口縁部は短く外反する。底部外面は糸

切り痕が残る。胎土は白色微砂粒を少量含む。淡灰色を呈する。第3層より出土したもの

である。

瓦類

軒瓦は、軒丸瓦が5種5点、軒平瓦が5種6点の計10種11点である。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦(図8－4）中房には1＋6の蓮子を置く。珠文はおおぶりで12個

配す。胎土は砂粒を多く含み粗い。焼成は甘く、内面淡黄灰色、外面黒灰色を呈する。SD1

第2層出土。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦(図8－5）摩滅が著しく詳細不明。花弁は複弁で弁子を二重の輪

郭線が巡る。胎土は砂粒を多く含み粗い。攪乱3出土。

－10－



’

複弁四葉蓮華文軒丸瓦（図8－6）中房に1＋5の蓮子を配す。大きく盛り上がる複弁に

一重の輪郭線が巡る。弁間文は溌形を呈する。瓦当裏面に布目痕が残り、一本造りである。

胎土は砂粒を多く含み、内面灰色、外面暗榿灰色を呈する。SDl第2層出土。

唐草文軒平瓦（図9－7．8）対向二重C字形を中心文とする外行3転式である。丸みの

ある幅広の顎部を持つ。平瓦凸面部に平行条線の叩き痕が残る。7にはベンガラの付着が

認められる。胎土は小石、砂粒を含み粗い。焼成はやや甘く、内面灰色、外面暗黄灰色を

呈する。7はSD1第1層より、8は攪乱3より出土。
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唐草文軒平瓦（図9－9．10．11)9．10．11共に同じモチーフのものである。いずれも

胎土は砂粒を含み精良、軟質である。9．11は撹乱3より、10は攪乱2より出土。
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3．まとめ

南北溝より出土した土器・瓦類は平安時代中期までにおさまるものである。豊楽院では、

以前の豊楽殿跡発掘調査（1987年当研究所）においてその中心軸線が求められており、九

条家本や陽明文庫の宮城図で知られる豊楽院の東西幅（築地の心心距離）56丈余の数値と

比較して、今回検出した溝を東面築地内溝とみた場合豊楽院の東西幅は57丈の数値が得ら

れる。

－13－



IV蛇塚古墳(UZ4)

1．調査経過

西部第二排水区西部（第二）系統太秦（その17）公共下水道に伴う立会調査を実施した。

調査地は右京区太秦御所ノ内町、太秦面影町、太秦堀ケ内町の地域である。特に太秦面影

町では史跡蛇塚古墳を南北に縦断する工事掘削に伴う調査が行われ、蛇塚古墳の周濠など

の検出が期待された。

調査の結果、蛇塚古墳後円部石室下層に古墳時代後期に属する遺物包含層の存在を確認

し、また周濠検出推定位置に周濠が認められないことなどが判明した。調査期間は昭和62

年11月9日から昭和63年9月22日までであった。このうち蛇塚古墳を中心にした調査は昭

和63年2月10日から2月22日であった。

図10調査位置図(1/5000)
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図11蛇塚古墳周辺等高線図(1/2000)

2．遣構

北から蛇塚古墳後円部から石室を迂回して前方部中央部を縦断する下水道の掘削工事に

伴って、堆積土層の記録や出土遺物・遺構の有無の確認調査を行った。この結果1～4地

点では周濠は確認できなかった。特に2地点では詳細な観察を行ったが、地表下約1.0mで

無遺物層と考えられる淡黄色砂礫層が認められ、やはり周濠は未検出であった。

しかし5．6地点では、古墳時代後期の遺物包含層を検出した。層序は約5cmのアスフ

ァルト直下に黄色粘土層・暗黄色粘土層が約30cmの厚さで堆積する。これは蛇塚古墳の封

土と考えられる。さらに地表下35～65cmの間に層厚30cmの淡黄色泥砂層が認められ、古墳

時代の土器片、炭などを含んでいる。この堆積層は蛇塚古墳石室の南北地点（5．6）で

検出した。墳丘の盛土と考えられる土層の下層に位置していること、石室基底部より下位

にあると観察されることなどから、蛇塚古墳築造以前の遺物包含層といえる。

また、7地点では幅1.8m、厚さ60cmの石材が道路下に埋没していることを確認した。こ

1行

_ID



三
れは転落した天井石の石材の一部であろう。 －

一
口

一
□

●
一

一
・
一3．遺物

蛇塚古墳下層の遺物包含層から須恵器、土

師器が出土した。須恵器には杯蓋、杯身、器

台があり、土師器には甕の小破片がある。杯

蓋は天井部のみの小破片である。外面は幅広

=訓
2

のへラ削りが認められる。杯身（図12-1）は 010an
－

外面中位までへラ削りを施し、立ち上がりは 図12遺物実測図（1／4）

内傾し端部はやや外反する。受部は水平に伸び端部は丸く収める。胎土中に小砂粒を多く

含む。器台（図12-2）は脚部のみの破片である。一段目、二段目共に三方向三角形の透か

しを持ち、各段毎に千鳥に配している。脚部は内弩気味に斜め下方に伸び、端部は外方へ

つまみ出し丸く収める。外面は全体に粗いカキ目による調整を施し、各段は一条の沈線で

画する。

4．まとめ

今回の調査は、蛇塚古墳の後円部、前方部を縦断調査した画期的なものといえる。蛇塚

古墳周辺の調査及び周辺地形の調査結果を合わせて新たに得られた蛇塚古墳に関する知見

を以下に列記する。現状では蛇塚古墳の後円部、前方部共にほぼ宅地化しており、石室の

石材が直接露出しているがなお路面下には20～30cmの墳丘盛土が残存する。墳丘部を囲む

周濠は存在しない。また墳丘を形成する土層のさらに下層に遺物包含層が存在する。これ

は後円部下層を中心に広力ぎっており、比較的小範囲に限定される。性格は不明である。こ

の遺物包含層から出土した遺物の年代は蛇塚古墳築造の上限を示すものである。出土遺物

には6世紀後半代の年代が与えられる。蛇塚古墳周辺の旧地形は、等高線や周辺調査の成

果から、前方部の一部を含めた南側は、東南流する旧流路が存在した。ただ後円部は比較

的安定した土層が認められ、自然堤防か低い独立丘陵であったと考えられる。この旧流路

や湿地が存在したため、蛇塚古墳には周濠を備え付ける必要性がなかったと考えることも

できる。
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V山科本願寺跡(RT5)

l.調査経過

調査地は、山科区西野山階町29に所在する。当該地は戦国時代末期の寺院としてまた一

向一摸の拠点地でもあった山科本願寺に該当する。1988年5月当地において店舗併用住宅

の建設工事の届出があったため、工事の開始と共に立会調査を実施することとなった。

調査地周辺では1984年度に公共下水道工事に伴う立会調査、1986年度には調査地の北東
註1

約50mの地点で石油スタンド改築工事に伴う立会調査が実施されている。これらの調査で
註2

石組溝等の山科本願寺に関連すると思われる遺構を確認している。そのため、これらの点

に留意して調査に当るよう努めた。調査の結果、現地表下約1.3mより溝状の石組遺構を確

認した。そのため、工事を一時中止することを要請し、より詳細な調査を行うこととした。

調査は、1988年5月30日から6月2日迄行った。

図13調査位置図(1/5000)
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2 ． 遺 構

、1

調査地の基本土層は、上から現代盛土層(0.5m)、旧

耕作土層(0.1m)、10YR5/3にぶい黄褐色砂泥層(0.

3m)、10YR5/2灰黄褐色泥砂層(0.4m)、10YR5/2灰 天
010cm

黄褐色砂泥層（地山）となっている。遺構は灰黄砂泥 一

層を切って成立している。 図15遺物実測図（1／4）

検出した遺構は東西の石組溝である。溝の確認幅は0.8m、深さ0.6mを測り、延長8m分

を確認した｡石組は下段に一辺が0.2mから0.5mの大きさの河原石を据え、その上に径5か

ら10cmの小石を敷いている。また調査地の東端部でも南北の石列を確認している。石組の

残存状況は北岸は比較的残りは良好だが、南岸は抜き取られている部分が多い。掘形は0.

8m前後あり、径5～10cmの小石を裏込している。溝の埋土は上から10YR5/3にぶい黄褐

色泥砂層･10YR5/2黄褐色泥砂層となっており、第2層から大量の瓦が出土している。

3．遺物

石組溝から出土し

た遺物は整理箱にし

て20箱である。その

内容はほとんどが瓦

で、他に土師器、陶

器､磁器、軒瓦､平・

丸瓦、鉄製品などで

ある。土師器は少量

で、実測可能なもの

はない。このうち、

実測しえた土器、金

属製品、瓦について

説明する。

土器(図15－1．2）

土師器は桃山時代後
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期の様相を示す力寄、小片のみであった。陶器壺(1)は口縁部のみ出土。口縁部内外共にヨコ

ナデを施し、端部でカットする。口縁部の復原径は9.6cmを測る。胎土は明褐色で良好。釉

はオリーブ灰色を呈する。青磁鉢(2)も口縁部のみ出土。端部付近で外に折り曲げて口縁と

する。

金属器(図16-3～8）（8)は銅線を「8」字状に屈曲させて、製品としたもの。鍍金を施

す。長さ1.45cm、幅0.8cm、厚さ0.45cmを測り、断面の形状は厚さ0.15cmのカマボコ状を呈

する。装飾品か。

（7)は一辺0.3cmの方形を呈する線状の鉄を折り曲げている。用途不明。(3)～(6)は一辺0.3

cm～0.4cmの方形の断面を呈する釘。頭部は方形の板状で、折り曲げている。

瓦類（図17．18－9～17）

（9)は掛巴瓦と考えられるもので、本瓦等の破風に使われる瓦であるが、釘穴がないため

裏面に滑くり止めが取り付いている。ただし玉縁も付いているため、単に築地塀を飾るた

めにも使用されたものと考えている。全長26cm、直径14cm。

(10は三巴文軒丸瓦。直径13cmあって、27個の連珠の廻るものである。以上の2例には多

くの同萢が認められる。

01)は均正唐草文水返し付き軒平瓦。20cmの横幅をもち、平瓦の場合は屋根の谷に使用さ

れるものであるが、ここでは特に掛巴瓦と組み合せて、ずり落ちるのを防ぐために使用し

たものと考える。

更にアゴ後方にも滑くりを防ぐために、横木にかかるように止めが取り付いている。文

様は中心飾りの左右に不完全な三転唐草がある。

⑫は均正唐草文水返し付き軒平瓦。21cmの横幅をもち、両翼に滑くり止めを取り付けて

いる。アゴの後方にも滑くり止めがあり、伽と同様に使用したものと考えられる。文様は

中心飾りの左右に4反転唐草が単純に付いている。

㈹は均正唐草文平瓦。20cmの横幅をもった滑くり止め付きである。文様は中心飾りの左

右に3反転唐草が付くもので、天地が非常に狭くなっている。

(19は均正唐草文水返し付き軒平瓦。21cmの横幅をもち、両翼に滑くり止め兼水返しが付

いている。文様は中心飾りの左右に4反転唐草が波状に付いている。

側は莞面戸瓦ないし輪違いと思われるもので、上下13cm、左右10cmある。

㈹は陣笠伏間瓦で小さな玉縁が取り付いているため、大棟よりは降棟・隅棟の棟瓦とし

て使用されたものである。凸面はへうで暗紋風に磨かれている。幅は18cmあり、凹面には

－22－



薄く布目と糸切痕を残している。

（1力は完形の丸瓦で、全長25cm･幅13cmある。凸面はよ〈へラ磨きがかかり、非常に美し

く仕上力ぎったもので、最も多く使用、生産された一般例である。

4．まとめ

今回の調査で検出した遺構は、その構造・出土した遺物から見て、昭和62年度の立会調

査で検出した石組溝と同様の性格のものであると思われる。昭和60年度の公共下水道工事

に伴う立会調査でも、調査地に東接する道路で石組溝らしい遺構が確認されているところ

からも、東へ延びる事は確実である。また、山科本願寺の古絵図にもとずいた復原図が示
註3

されているが、調査地が具体的にどの場所に位置するのかはまだ不確定要素が多いと考え

る。今後の調査成果の増加を待って検討すべきであろう。

『昭和62年度京都市内遺跡試掘立会調査概報』京都市文化観光局、肋京都市埋蔵文化財

研究所

『昭和59年度京都市埋蔵文化財調査概報』㈱京都市埋蔵文化財研究所

｢山科寺内町の遺跡調査とその復原｣(｢国立歴史民俗博物館研究報告第八集』1985）

註1

２
３

註
註
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VI伏見城跡 (FD32)

1.調査経過

伏見区桃山町永井久太郎59-2に船て宅地分譲が計画され、その申請が提出された。調査

地は豊臣秀吉が築城したという伏見城の城下町の一角であり、近辺には桓武天皇陵も位置

している。また調査地の北東部では住宅建築に伴う事前調査で古墳1基を検出している。

「豐公伏見城ノ図｣によれば、当地は山内一豊の屋敷跡と記されているが、実際に検証さ

れている例は極く希である。

1988年10月当地に齢て試掘調査を実施することとなり、調査の結果、現地表下0.5mから

1.3mで良好な遺構の残存状態が明かとなった。そのため、より詳細な調査を行うべく後日

改めて試掘確認調査を行うこととなった。調査期間は1988年11月21日から12月10日までの

3週間、調査面積は約250m2であった。

図19調査位置図(1/5000)
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2．遣構

調査トレンチは現在の伊達街道に並行した南北トレンチ（第1トレンチ）第1トレンチ

に、直交して東西トレンチ（第2トレンチ）を設定した。第1トレンチの基本土層は、上

から、現代盛土(0.1～0.6m)、2.5YR3/2黒褐色砂泥層（第2層0.1～0.3m)、10YR4/4褐

色砂泥層（第3層0.2m)、褐色泥砂層（焼土･炭を多く含む）と黄褐色泥砂層の互層（第4

層0.3m)、黄褐色砂泥層と黄褐色砂礫層（第5層0.2m)、7.5YR5/8明褐色砂泥層（地山）

となっている。第5層と明褐色砂泥層の間には炭が薄く入っている。また明褐色砂泥層は

西に向かって傾斜しており、第2トレンチの西端近くでは急激に落ち込んでいることが現

代攪乱の断面観察により判明する。遺構は第4層を切って土擴状の落込みが認められるが、

検出した主たる遺構群は第5層上面からである。

第1トレンチの遺構

このトレンチは旧伊達街道およびそれに付属する施設の検出を主眼として設定したもの

である。

SDI現地表下1.3mにて検出した南北の石組溝である｡検出遺遺構の内面の幅は0.5～0.

55m、深さ0.4～0.5mを測り、掘形は幅1.2m前後、深さ0.6m前後である。底面は若干の凹

凸はあるが、その傾斜は南から北に向かっており、溝の振れはN2｡29'E弱である。埋土は

砂を主体としており、出土遺物は瓦・陶器が少量ある。

sF2SDlの西で検出した路面状の遺構である。現在の伊達街道とほぼ重なり合ってい

るが、当初は約2.8m広がっていたことが明かとなった。路面は砂・小礫で固められてお

り、3面以上を確認する。当初路面は比

較的平坦であるが、次第に中央部が高く 伊

なり、カマボコ状の形状を示す。路面堆

積土の中からは遺物の出土はなかった。
達

SX3SDIの東側､幅1.0mを検出｡SD1の

東肩部の而組上に更に-…を鵜…~プ
行状にしたものである｡遺構上部に若干の瓦／衝

が出土…出聿眺況…て遣購と"rl｡’関連は希薄なようである。

SX4SX3の東端を画する築地状の石区

｜
）

試堀2トレンチ

撫，;‘’ﾁi l
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調査トレンチ配置図(1/1000)図20
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図21SX123,101,25実測図(1/100)

垣遺構。検出した石列は1段、高さ約0.3mである。検出した範囲内では柱穴その他の築地

状の施設は検出できなかった。調査トレンチの南端部では人頭大の石を1基検出するが、

調査範囲内では明らかにできなかった。

SXI26SX4の更に下に続く石垣遺構で、かなり大きな石を3段横積みにして構築する。

高さは約1mを測る。SD1､SF2、SX3は共にこの遺構を埋めた後に形成したものであるこ

とが判明した。判明した。また、SX126の南端では、一辺lm前後の石を据えていた（図29)。

2トレンチの遺構

のトレンチでは、伊達街道の東側の宅地部での遺構の在り方についての調査を

設定した。

第

一
一 ､ての調査を主眼と

1－戸
L〆L

SXI23トレンチの北東部で検出した壇状の呈する遺構である。検出した規模は東西35

m南北4.3mを測り、南西コーナー部を検出した。宥面したところでは礫を固く敷いた状況

を呈している。検出面は全体が強い火力のためか赤褐色となっており、非常に固くなっ て

。特に、調査区の北東から南東のコーナー部に向かっては赤く変色しており、木材いた が

火災によって倒れた様子を示して
1，プ

vむつo
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／

X-117,800 X-117,805SXIOISX123に並行して南

北に連なる遺構である。北端部

では人頭大の石およびその抜取

穴を検出する。南半部では溝状

となるが、石が据えられていた

可能性を示す。

SX25SX123、101に並行し

て更に東側で、幅0.lm，南北1.

3m・東西1.0mの規模で鈎形に

検出する。検出した厚さは2

~3cmであり、東西部は僅かな

高まりとなっている。この遺構

も強い熱のためか赤く変色して

いる。SX123、101，25は互いに

関連する遺構であろう。

SBI24トレンチ南半部で検出

した礎石建物である。検出した

規模は本家の北端部(A列)7

間分以上、およびその北側にあ

る2間分の廊下(B・C列）に

相当する部分である。いずれの

柱穴にも礎石が据え付けてあっ

た。柱間の間隔は東西は1.98m

(＝6.6尺)､北側の廊下相当部で

は各々 1.2m(=4尺)1.5m(=

5尺）を測る。但、検出した東

端部では若干間隔が狭くなって

いる。礎石の据え付け方を断面

観察により検討してみると、A

列では径0.8～1.2m、深さ0.3

己

【

I

四
腸
づ
函
ｌ
ン

SB124

-……-↑･…･-､…一・…､-.--------‐ ＃L
ノー＝

Ｒ
ｎ
ｇ
ｌ
ン

SX125

－

･----+---------.9..…-..…-.-…….--.－ に1
､民

Ｂ
列

Ｃ
列

Ａ
列。’ゲ

---|-Q…--…-…---@……………国飼

陰鳶諭一
贋
ぬ
づ
国
ｌ
ン

ノ

醒へ

一

r… 進傘捧燭圏
一一一一一

一一一一一一一■■■■ー一一一一一I■■■■＝■■

弍

5

’’
図23SB123実測図(1/100)
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~0.4mの掘形をもつ。掘形の中位まで土を充填し、その上に人頭大の河原石･花崗岩の平

面を上に向けて据える。礎石は5～10cm程度露出している。B･C列は径0.6～0.8m、深さ

0.3～0.4mで､掘形の底部には粘土を巻いたものもある｡据え付けた礎石の高さはまちまち

であるが露出することはない。建物の真北に対する振れはN2｡7'E強である。

sx|25SB124の北西端に取り付き、北に延びる4列の柱列である。柱の間隔は1.2～1.4

mと一定しておらず、東西の柱筋も直線に通っていない。SB124と取り付く所では径20cm

程の石を据えており、更に北側の柱穴は径25cmの素堀である。ピット69では柱材が北に倒

れて焼失している状況で検出する。柱の間隔は1.2～1.4mと一定していない。

里
且

、
『
Ｉ
鼻 物3

出土した遺物は整理箱で50箱である。整地層からの出土が大半を占めており、他に石組

溝内、柱穴、土擴などからの出土がある。遺物の内容は瓦が大半を占めており、金箔瓦も

一 ， 一ヨー， フ

-,更三フ｣=フ‘ ‘
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－
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》

－

〃
幻
’
一
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14
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図24遺物実測図（1／4）
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図25金属器実測図（1／2）

数点ある。他に焼米､鉄製品、土師器、陶器、弾丸などがある。

土師器(図24-1～6）1，2，3，5は整地層から、4はピット69から出土するⅢであ

る。いづれも外面上部はヨコナデ、下半部は粗いナデあるいは指オサエを施す。内面は底

部の立ち上りから口縁部にかけてヨコナデを施す。断面の形状は底部には浅い沈線を施し、

口縁部は肥厚する。

1は口径9.4cm・器高2.1cmを測る皿である。完形。胎土は灰白色で良好である。土器の

内外面ともにヨコナデを施す。

2は口径9.4cm･深さ2.2cmを測る。完形。胎土の色調は浅黄榿色を呈し、長石を含む。

焼成は良好。口縁部内面の一部にススが付着する。

3は口径1は10.3cm･深さ2.1cmを測る。完形。胎土の色調は浅黄榿色を呈し、長石を含

む。焼成は良好。

4は口径10.5cm・深さ2.1cmを測る。胎土の色調はにぶい榿色を呈し、長石その他を含

む。焼成は良好。

5は口径11.6cm･深さ2.2cmを測る。胎土の色調はにぶい榿色を呈し、長石を含む。焼成

は良好。口縁部の一部にススカ:付着する。

6は口径1は12.3cm･深さ2.1cmを測る。胎土の色調はにぶい榿色を呈し、長石その他を

含む。焼成は良好。口縁内面の一部にススが付着する。

陶器(図24-7～12）土師器と同様整地層からの出土がほとんどであり、他に石組溝から

も出土している。

7は口径9.9cm・器高2.1cmを測る。口縁部は外反する。胎土は灰白色で砂粒がやや多い。
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図27軒瓦，丸瓦拓影・実測図（1／4）

釉はオリーブ黄色を呈する。土器の外面上半部はヨコナデを施し、底部はケズリを施して

いる。高台はケズリ出である。唐津か。

8は口径10.9cm・器高2.6cmを測る。口縁部は2段に外半し、端部で折り曲げる皿であ

る。胎土は浅黄榿色で良好である。釉はにぶい黄色を呈している。土器の内外面ともにヨ

コナデを施し、底部はへう切りである。内面底部には菊様を、体部には花弁様の文様を施

す。瀬戸。

9は口径11.2cm･器高2.1cmを測る皿である。胎土は灰白色で良好である。釉は浅黄色を

呈している。土器の外面上半部はヨコナデを施し、底部はケズリを施している。高台はケ

ズリ出である。瀬戸。

10は口径10.9cm･器高2.0cmを測る。完形品。口縁部は外半し、端部で外に折り曲げる皿

である。釉はオリーブ黄色を呈している。土器の内面はヨコナデ、外面上半部はヨコナデ、

下半部は削りを施している。内面には花弁様の文様を施す。瀬戸。

11は口径24.6cmを測る。口縁部を外に折り曲げる鉢である。胎土は良好で、灰色を呈す

る。調整は外面はヨコナデ、内面口縁部はヨコナデ体部はロクロ削りである。
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12は底部の口径10.6cmを測る。端部は破損している。胎土は良好で、内面は浅黄榿色、

外面は赤灰色を呈する。調整は外面はヨコナデ、内面部には条痕がある。

他に染付陶器が出土しているが、いずれも図化するまでには至らない。

また整地層内からは古墳時代の埴輪･須恵器片（器台脚部）が出土する。（図24-13,14）

金属製品・その他（図25-15～20、図版25)整地層、土擴、柱穴、溝から出土している

が、出土量は少ない。

15～18は鉄釘である。身部は一辺4mm程度の方形を呈しており、最大長は7.2cmである。

頭部何れも折り曲げている。18も釘かと思われる。

20は鉄線を折り曲げたものであるが、その使途は不明である。

19は巾9mm、厚さ1mmの板状の製品であるが、これもまた使途は不明である。

他に直径1.1cmの鉛製の弾丸も出土する。重さは2.6gある（図版25-20)。

また整地層からは焼土･炭とともに多量の焼米が出土している（図版25)。何れも塊にな

っており、中心部まで真黒に炭化した炊米である。なかには手で押えてオニギリ状になっ

たものもある。遺物整理箱で1箱出土。

瓦類（図26,27-21～27）出土遺物のほとんどは瓦類であるが、SK5、SX123から若干

量出土し、大半は整地層からのものである。瓦の種類は、軒丸瓦、鬼瓦、和違い瓦、丸瓦

などで、平瓦等のものはない。

21桐文をアレンジした鬼瓦の一部と考える。伏見城関連の遺構からは様々な飾瓦が発

達し、従来あった寺院飾瓦とは大きく異なった意匠が次々と作り出された。特に桐文は巻

型唐破風鬼として、大棟を荘厳に保つため、複雑な組み合せとなった。全体の下半部を構

成していたと考えるのは桐文の葉子であり、裏面が、壁面に張り付くように造られていた

ためである。この破片は28cmあって、全体を類推すると、かなりの大きさになり、築地塀

よりむしろ大きな建物に使用されたものであろう。金箔が少量付着している。

22鬼瓦の一部。目と耳、髪が判別できる。16cm<らいの小片であって、角・耳・口は

欠落していたため、全体を復原するには至らなかった。

23桐文の切据鬼の一部と考えている。16cm破片であるが、下半の一辺は30cm前後ある

と推定する。火災にあったためか赤変している。大棟ないし桧皮葺の上にも使用されてい

る例力罫ある。

24三巴文軒丸瓦で完形品。尾部は玉縁がナデ玉縁となり、一般には行基葺瓦の部類に

なるが、ここでは堤瓦の下を飾る印入蔓巴と考えている。
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25輪違い瓦。青海波瓦にしては曲面が急であるため、輪違い瓦であると考えた。これ

は4個の筒部を前後で半割したもので、15cmを測る。

2625を前半部とすると、後半部がこの輪違いで、2例完形品を確認できる。14cmの幅

をもって棟込瓦として使用される。

27均正唐草文軒平瓦2トレンチのSK5及び整地層から出土。下アゴの一部が欠けて

いるが、完形品となる。軒面の幅は22.8cmを測る。調整は全体にケズリを施し、接合部は

ナデ仕上げを施す。一部に指圧痕が残る。

4．まとめ

今回の調査は、宅地分譲地内の道路予定部での調査という制約を受けていたためと、調

査日数が限られていたという点で、充分な調査を行ったとは言い難いが、従前にない成果

を挙げることが出来た。

まず、伊達街道の本来の構造と変遷が明らかとなったこと

と、伏見城下の大名屋敷の一端が明らかとなったことである。

伊達街道については、当初は高さ約1.2m前後の石垣

SX126が築成されたものが､後に側溝をもつ同路として整備

し直したものである。そして排水は北に向かって流されてい

たものである事が判明した。

宅地内での遺構の検出状況は、SX123、101，25が同一期の

遺構と考えられ、その前の段階では、SB124、SC125が出来

熱一

たものと考えられる。地山上では遺構の検出を行っていない
図28二条城二の丸御殿平面図

が､攪乱擴での断面観察によれば､炭・瓦の堆積が認められる

ところからも、遺構の存在が予想される。

SB124の建築形式は、A列とB列、B列とC列はそれぞれ廊下に該当し、列以南は居
ほんや

住空間としての「本家」になる。類似した構造をもつ現存する建築物としては、二条城二

の丸御殿がある（図28)。

また、SX126南隅で検出した平面に据えた巨石は、調査によって確認したわけではない

が、隅石にあたり、出入口であった可能性もある。次に建牧鮮と石垣・道路側溝との関係

については、これらの建物群が存在していた時期には石垣SX126があり、その後道

路が整備されたものと考える。
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第5層の整地層から埴輪・須恵器が出

土したことと、過去の周辺での調査結果

で古墳を検出していることからも、古墳

時代の遺構が存在する可能性がある。

伏見城下の火災について

既述したように、調査地では少なくと

も2回の大火災を受けていることが判明

した。検出遺構が16世紀末から17世紀初

めのものであるという点と、伏見城下で

あることに限定して史料の収集に努めた。

その結果、7回の大火災があったことが

判明した。以下、その史料を挙げてみる

ことにする。

0 2m
L－－－

図29SX126実測図(1/50)

1慶長三年四月五日

…寅刻伏見羽柴久太郎家焼失、…

『言経卿記』

2慶長四年四月八日

一、早暁伏見江戸宰相殿・森右近家等火事也、右近ヨリ火出也云々、

『義演准后日記』

3慶長四年十二月廿九日

●●●

未刻伏見舟入辺ノ諸大名家、数ケ所焼失・不数、天魔所行、諸人狼雑、近年之

大火事也、

『義演准后日記』
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4慶長五年九月廿日

5

6

7

伏見大名屋形焼失、終夜焼了、大阪ヘノ覚力、

『義演准后日記』

慶長八年九月廿七日

伏見主計屋形悉焼失

『義演准后日記』

慶長十年十二月廿六日

●●●

此日酉刻、伏見火事出来、有馬玄蕃長屋寄り出て、浅野弾正、会津飛騨、松平

飛騨、彦坂平介、大久保主殿助、同石見守、板倉伊賀守、真田隠岐、遠山民部

失火、其外たちうり町通焼失、

『当代記』

慶長十六年十一月十七日

未刻伏見新町より火出、両替町焼、其より大名衆屋敷二十計及類火、但去夏よ

りこほし残の家共也、

『当代記』

以上7回の火災記事がある。1の羽柴久太郎は堀秀治とされており、調査地に隣接する。

2は森忠政宅から結城秀康宅まで火災が及んでいる。3では舟入周辺での大火の様子を記

している。4はいわゆる関ヶ原の合戦の前渉戦にあたり、徳川家康が火を放ったものであ

る。5は宇治川沿岸部にあったと推定される加藤清正邸が焼失した記事。6は伏見城南部、

現在の観月橋付近から発生した大規模な火災である。7は大坂冬の陣後徳川政権が確立し

た後、城下町を整備中の火災である。

史料としての信葱性は乏しいと言われているが、『豊公伏見城ノ図』とを対比してみて、

これらを検討して火災の範囲を推定してみたのが図30である。それぞれがどのように対応

するかは明確ではないが、このような史料から、調査地での火災は史料1，2，4，7の

記事にその可能性力罰求められる。

尚、伏見城の火災記事に関する史料は京都市歴史資料館の協力を得た。
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図3O伏見城下町の火災
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VI1主要な出土遺物

1．土器類

平安京左京五条三坊(HL22)(図版10-22,図31-1)

調査地は下京区仏光寺通烏丸西入釘隠町246に所在する｡当該地は平安京左京五条三坊十

一町に相当するところである。1988年5月9日に建物基礎工事の立会調査を行ったところ、

地表下2.15mにて古墳時代後期の遺物包含層を検出した。この包含層より須恵器の短頚壺

が1個体完存品で出土した。

短頚壺(1)肩部に2条の凹線を施す。体部下半から底部全体にロクロヘラ削りを行う。

体部下半に自然釉が掛かる。胎土は級密で黒灰色を呈し一部セピア色である。色調は内面

黒灰色、外面オリーブ灰色。

平安京左京七条三坊(HL128)(図版10-128、図31-2～12)

調査地は下京区烏丸通六条下る北町183-3,4に所在する。当該地は平安京七条三坊九

町に相当し六条院跡に推定されるところである。1988年10月11日に立会調査を行ったとこ

ろ地表下1.4mにて井戸跡1基検出した｡井戸枠は確認できなかったが井戸内より多量の土

器類が出土した。

土師器皿（2～8）大2種類、小1種類ある。小型のものは口径が8cm前後器高が1.

5～1.8cmを測る。大型のものは口径が12cm弱器高が2cm程のものと口径が12～13cm器高が

3cm前後のものとがある。

瓦器（9．11．12）9は口縁端部が強く外反する。口径6.8cm、残存高2.1cm｡11の鍋は

ほぼ完形である。底部内面にコケ跡が残る。口径22.3cm器高21.0cm｡12の羽釜は口径21.7

cm、鍔径が25.1cmを測る。

白磁皿(10いわゆる口禿である。胎土には黒色微泣子を多量に含む。釉調はオリーブ灰

色を呈する。口径10.5cmを測る。

平安京左京六条三坊(HL67)(図版10-67、図31-13)

調査地は下京区松原通新町東入中野之町172に所在する｡当該地は平安京左京六条三坊八

町に相当する。1988年6月17日に建物基礎工事の立会調査を行ったところ地表下1.16mよ

り赤絵鉢1点が出土した。

赤絵鉢(13「魁手」と呼ばれるものである。高台底部及び内側に釉薬はつけない。底部に
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図31遺物実測図（1／4）

離れ砂使用。胎土は磁器質で灰白色を呈する。

2．瓦 類

軒丸瓦

単弁十四葉蓮華文軒丸瓦(図32-14）平安京右京一条二坊七町跡(HR94)出土｡中房に1+

6の蓮子、珠文帯には16個の珠文を配す。胎土は小石、砂粒を含み粗い。色調は内面灰色、

外面黒灰色を呈する。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（図32-15）平安宮太政官跡（62年度HQ92)出土。中房に1+4

の蓮子、珠文帯には11個の珠文を配す。胎土は小石、砂粒を含み粗い。焼成は甘く、色調

は内面黄灰色、外面暗灰色を呈する。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（図32-16）平安京左京五条三坊四町跡(62年度HL268)出土。二

重の外区をもち、内側に珠文帯、外側に唐草文を配す。珠文は密に並べ、唐草は右廻りに

転回する。胎土は小石を含み粗い、暗灰色を呈する。

複弁八葉蓮華文軒丸瓦（図32-17）白河街区跡(KS22)出土。中房は盛り上がり、外側に

一重の界線が巡る。中房近くの各弁間に珠文を配す。瓦当外周・裏面は丁寧なナデ調整を
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施す。胎土は小石を含み精良、焼成は堅く淡灰色を呈する。

三巴文軒丸瓦（図32-18）白河街区跡(KS22)出土。右巻きの三巴文である。周縁は低

い。丸瓦部凸面と瓦当の接着部は顕著な指ナデ調整を施す。胎土は白色砂粒を多く含み精

良、焼成は良好で内面灰白色、外面黒灰色を呈する。

三巴文軒丸瓦(図32-19）仁和寺院家跡(UZ24)出土。右巻きの三巴文である。瓦当周縁

r.｡、､-～-.....--......､-．．1
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認：身鐘

図32軒瓦拓影・実測図（1／3）
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及び瓦当裏面は平滑に仕上げる。胎土は砂粒を含み精良、内面黄灰色、外面黄灰色を呈す

る。

軒平瓦

唐草文軒平瓦（図33-20)平安京左京四条一坊十三町跡(62年度HL279)出土。花頭形

の中心文に対向C字形の中心側文がつく外行3転式である。胎土は砂粒を含み精良、焼成

はやや甘く淡灰色を呈する。平城宮式6639C系である。

唐草文軒平瓦（図33-21）平安宮大極殿院跡(HQ77)出土。逆「小」字形の中心文に対

向蟹爪･C字形の中心側文がつく外行3転式である。胎土は小石、砂粒を含み精良、内面

淡灰色、外面暗灰色を呈する。平城宮式6732系である。

唐草文軒平瓦（図33-22）平安京右京九条二坊三町跡(HR100)出土。逆「小」字形の中
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図33軒瓦拓影・実測図（1／3）
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心文に二重の対向C字形の中心側文がつく外行3転式である。胎土は小石、砂粒を含み粗

い、焼成甘〈、内面暗黄灰色、外面黒灰色を呈する。

唐草文軒平瓦(図33-23）仁和寺院家跡(UZ24)出土。内行3転式である。瓦当外周下部

はヨコ方向のへラ削り、平瓦部凸面はタテ方向のナデ調整。瓦当部上縁はヨコ方向のへラ

削り、平瓦部凹面は目の細かい布目痕。胎土は綴密、内面灰白色、外面淡灰色を呈する。

剣頭文軒平瓦(図33-24）白河街区跡(KS22)出土。瓦当上縁部及び顎部はヨコ方向のへ

ラ削り。瓦当面に布目痕残る。折曲げ式である。胎土は小石、砂粒を含み精良、内外面と

もに暗灰色を呈する。

唐草文軒平瓦(図33-25）円勝寺跡(KS32)出土。外行3転式である。瓦当部上縁をヨコ

方向にへう削りする。平瓦部凹面の布目は細かい。折曲げ式である。胎土は砂粒を多く含

み精良、内面灰白色、外面黒灰色を呈する。

梵字文軒平瓦(図33-26）白河街区跡(KS22)出土。五文字の梵字を配す。顎部は段をな

さない。瓦当上縁部まで布目痕がつく。胎土は小石を含み精良、内面淡灰色、外面暗灰色

を呈する。

3．石器類

太型蛤刃石斧(図34-27）中久世遺跡(MK2)出土。南区久世中久世町3丁目68の地に紗

て事務所兼倉庫が建設されることになり、当地は弥生時代から中世にかけての遺跡に該当

するため、事前に試掘調査を実施した。調査の結果、現地表下1.0mでは、調査地の大半が

弥生時代中期の土器を大量に包含する旧流路内の堆積土である事が判明した。

石斧はこの流路の堆積土である砂礫層からのものである。石質は砂岩で､幅7.6cm、残存

長7.1cmを測る。遺物の残存状況は極めて悪く、研磨の痕跡が僅かに識別できる程度であ

る。

翼状剥片（図34-28）法勝寺跡(KS11)出土。左京区岡崎法勝寺町55他に総てスタンフ

ォード日本センター研修所の建設に先立って試掘調査を実施した。調査の結果、寺院に関

連する遺構の存在は認められず、調査区全域は流路状の堆積土であった。埋土は砂を主体

としており、出土遺物も中～近世のものが少量であった。

翼状剥片は砂層からの出土である。長さ6.8cm、幅3.7cm、厚さ1.1cmを測り、サヌカイト

製である。刃部は片面を打欠き、先端部より約2／3を刃部とする。

打製石鐡（図34-29）中久世遺跡(MK7)出土。南区久世中久世町4丁目4に船てマン
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ションが建設されることとなり、1の場合と同様、中久世遺跡に当るため、立会調査を実

施する事となった。調査の結果、北西から南東にかけての流れをもつ弥生時代後期の溝を

確認した。

石錐は埋土より少量の土器と共に出土する。法量は長さ4.8cm、最大幅1.2cmを測り、石

質はサヌカイトである。柄部の一部は破損しているものの、ほとんど完形である。断面は

菱形を呈している。
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図34遺物実測図（1／2）
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調査一覧表

I62年度1～3月期

平安宮(HQ)

平安京右京(HR)
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遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号
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検出できず。

盛土のみ。

盛土のみ。

GL-0.3mにて版築土層｡推定清暑

堂基壇。発掘調査に切り換える。

GL-0.9mにて平安前期～中期の

包含層､整地層､柱穴10o発掘調査に

切り換える。本文38ページ。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.55mにて平安前期の包含層

-1.02mにて時期不明の整地層。発

掘調査に切り換える。

GL-0．3m以下包含層5､室町2、江

戸3。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0．7mにて平安前期の整地層、

溝、小穴群。

検出できず。

盛土のみ。

盛土のみ。

GL-1.09mにて時期不明の包含層。

GL-0.2mにて江戸の轄弛層。

盛土のみ。

GL-0.3mにて平安の瓦を多量に包

含する湿地堆積。

検出できず。

盛土のみ。

４
５
３
７
２
８
６
４
３
５
６
１
０
３
８
９
２
６
７
４
０
１
５

７
９
８
８
９
８
９
９
７
８
８
９
８
９
７
７
８
７
７
８
９
８
７

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

遺跡名 所 在 地 試・立 調査日 概 要 図版番号

北 辺 二 坊三町

北 辺 二 坊七町

一条二坊十二町

一条三坊十四町

二条二坊一町

二条二坊十三町

二 条 三 坊四町

三条一坊十五町

三 条 二 坊二町

三条二坊十六町

上､一条通御前西入西町167-2.3

北､大将軍東鷹司町117

中､西ノ京円町21-1他

右､花園巽南町15-54

中､西ノ京上平町64

中､西ノ京南上合町28

中､西ノ京南壺井町44

中､西ノ京西月光町27-5他

中､西ノ京銅駝町37-2

中､西ノ京東中合町1西京商業高校

立
立
立
立
立
立
立
立
立
立

昭
酪
加
４
塑
鍋
沁
泌
詔
焔

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

１
２
２
２
２
３
１
１
３
３

検出できず。

GL-1.22mにて平安の路面。

GL-1.62mにて江戸の土壌。

GL-0.55mにて時期不明の土溌。

GL-0.3mにて江戸の溝。

GL-0.73m以下平安前期・中期の

包含層各1．

検出できず。

検出できず。

GL-0.8mにて平安中期の包含層。

GL-1.32m以下平安中期の湿地堆

積。

168

190

186

177

189

209

175

173

211

205

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

４
４
４
３
４
４
３
４
４
４



－44 －

三条四坊五町

四条一坊十一町

四条二坊七町

四条二坊十一町

四条二坊十六町

四条三坊十一町

〃

五条一坊十一町

五条二坊二町

五条三坊八町

五条四坊二町

五条四坊六町

五条四坊十三町

六 条一坊二町

六条一坊六町

六条二坊五町

六条二坊十五町

〃

六条三坊八町

六条四坊四町

六条四坊十三町

〃

六条四坊十五町

七条二坊七町

七条二坊十五町

七 条三坊九町

町
町
町
町
町
町

五
二
四
七
十
四

十
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊

三
四
四
四
四
一

条
条
条
条
条
条

七
七
七
七
七
八

八条一坊十五町

八条二坊五町

町
町
町
町

一
一
三
四

十坊
坊
坊
坊

二
三
三
四

条
条
条
条

八
八
八
八

八条四坊十四町

九条二坊三町

右､山ノ内宮前町25-6

中､壬生森町9-6

中､壬生西大竹町27

中､壬生淵田町8-1.2.3

右､西院西今田町10

右､西院春栄町36

右､山ノ内池尻町16-5

中､壬生下溝町13-4

中､壬生土居ノ内町34-4

右､西院松井町4

右､西院日照町28-2

右､西院安塚町89-3.4,他

右､西院西田町47,48,56

下､中堂寺北町16-1

下､中堂寺北町地先

下､西七条東御前田町13,14他

右､西院西高田町30

右､西院西高田町6

右､西院西寿町8

右､西院六反田町13-1.2.3.4

右､西京極西大丸町19

右､西京極西大丸町27-2.3

右､西京極葛野町38

下､七条西石ケ坪町69,70

下､西七条名倉町14,15

右､西京極北庄境町12

右､西京極町ノ坪町25

右､西京極町ノ坪町4-1.2

右､西京極東中島町30

右､西京極畔勝町63他

右､西京極東池田町地先

下､梅小路本町地先

下､西七条西久保町23他

下､梅小路西中町11－2

下､七条御所ノ内中町63,64,65

下､西七条南月読町74

下､七条御所ノ内西町31-2

南､吉祥院向田東町3-2-2

右､西京極芝ノ下町8-103

南､唐橋平垣町68-10

立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
試
立
試
試
立
試
立
試
立
試
立
立
立
試
試
立
立
立
立
立
立
立
試
立
試
立
立
立
立
立

８
３
２
１
９

妬
吃
妬
鍋
剖
７
昭
略
詔
略
妬
幻
皿
釘
四
羽
２
７
ｍ
型
９
劃
訓
２
”
皿
泥
１
妬
妬
８
晦
刀
妬
豹

１
２
１
３
２

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

３
３
１
３
２
３
１
２
３
３
３
１
３
３
２
２
１
２
３
２
１
３
１
３
３
１
１
３
３
２
２
２
２
２
１
２
３
２
２
２

GL-0.95mにて平安前期の南北溝。

推定菖蒲小路東側溝。

検出できず。

GL-0.65mにて平安前期の土擬2

柱穴1。

GL-0.3mにて時期不明の包含層。

GL-0.65mにて平安前期～鎌倉の

南北流路。平安前期の柱穴7.発掘調

査に切り換える。

GL-0.97mにて時期不明の包含層。

検出できず。

GL-0.7mにて平安前期の井戸。

GL-0.44mにて時期不明の土擴5。

GL-0.57m以下平安の池状堆積。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.25mにて時期不明の南北溝。

GL－1．0mにて推定六条坊門小路

北側溝、平安末期の路面、時期不明

の土涜3。

GL-0.9m以下平安前期･時期不明

の包含層。

GL－0．5mにて平安前期の湿地堆

積0

盛土のみ。

GL-0.56mにて平安の包含層。

GL-1.05mにて推定五条大路の路

面、時期不明。

GL-1.0m湿地堆積。

GL-0.2m以下時期不明の流れ堆

積。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.88mにて江戸の東西溝3．

GL-0.42mにて推定七条坊門小路

北側溝。発掘調査に切り換える。

GL-1.07m以下包含層3，平安前

期・中期・時期不明各1。

GL-0.78m以下湿地堆積。

GL-1.12mにて時期不明の包含層。

盛土のみ。

検出できず。

攪乱のみ。

GL-0.71m以下室町・時期不明の

包含層各1．

GL－0．4mにて平安の包含層。

GL-0.88mにて平安前期～中期の

湿地堆積。

GL-0.46mにて時期不明の包含層。

巡回時工事終了。

盛土のみ。

GL-0.85m以下時期不明の流れ堆

積

盛土のみ。

GL-0.58mにて時期不明の包含層。

3－206

８
７
０
６
２
１

’
一

８
８

３
５
１
９
２
１

一
一

８
８

４
６
３
２
４
０
９
２
７

０
６
９
１
１
０
６
０
０

２
１
１
２
２
２
１
２
２

一
’
｜
’
｜
’
’
一
一

７
７
８
８
７
７
７
７
８

8－288

8－182

０
９
５

７
７
１

１
１
２

一
一
一

８
８
７

５
２
８
７
１
１

一
一

７
７

８
５
１
０

９
５
０
１

１
１
２
２

’
一
一
一

７
７
８
８

7－165

１
６
７
４
０
８

７
１
９
９
８
８

１
２
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一

２

７
７
７
７
７
１

６
１
７
９
１
１

’
一

２
２
１
１

４
８
３
４

７
７
０
８

１
１
２
１

｜
’
一
一

１
１
１
１

１
１
１
１

２
６
９
９
１
１

一
一

１
２
１
１
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九条三坊十一町

九条三坊十四町

南､吉祥院西ノ庄西中町46

南､吉祥院中河原西屋敷町32

立
立

６
３
１
１

／
／

２
２

検出できず。

GL-0.87m以下時期不明の流れ堆

積

11－183

11－181

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

町
町
町
町

二
三
七
八

坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一

辺
辺
辺
辺

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

町
町
町
町
町
町

一
四
五
七
十
三十

坊
坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条
条
条

一
一
一
一
一
一

丁
丁
丁
丁

田
日
田
田

二
五
七
十

坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一

二条三坊九町

二条三坊十三町

二条四坊四町

二条四坊六町

〃

町
町

七
三

坊
坊

一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条三坊二町

〃〃

〃〃

町
町

八
九

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条三坊十二町

三条三坊十五町

三条四坊十二町

四条一坊十三町

四条二坊九町

四条二坊十町

四条二坊十二町

四条二坊十三町

四条二坊十六町

町
町

四
五

坊
坊

三
四

条
条

四
四

上､上長者町通黒門西入榎町390-1

上､葭屋町通上長者町上る南俵町324

上､上長者町通小川西入有春町175

上､小川通一条下る小川町196他

上､旧大宮通下長者町上る藤五郎町583

上､黒門通下立売下る森中町596

上､衣棚通下立売下る東立売町230-5

３
１
－
－

０
３
７
５
丁
Ｊ
田
田

霊
衛

御
近

る
入

下
東

町
る

者
上

長
水

下
出

通
通

棚
町

衣
室

、
、

上
上

上､京都御苑438-1

上､丸太町通猪熊西入藁屋町536-1待賢小学校

中､二条城町541

上､丸太町通堀川西入西丸太町183

中､東堀川通丸太町下る七町目4

中､丸太町通烏丸西入常真横町190-2.3

中､車屋町通二条上る真如堂町313,314-2

中､堺町通二条上る亀屋町171

中､堺町通竹屋町下る絹屋町120

中､麩屋町通竹屋町上る舟屋町136他

中､西ノ京北聖町39-1-1

中､御池通黒門西入大文字町245-1

中､釜座通御池上る橋之町745-1他

中､釜座通御池上る下松屋町726

中､釜座通押小路下る下松屋町710-1他

中､衣棚通二条下る上妙覚寺町228

中､室町通二条下る蛸薬師町272

中､三条通烏丸西入御倉町79

中､東洞院通御池上る船屋町415,417

中､柳馬塲通三条上る油屋町

中､壬生坊城町2-2

中､油小路通六角上る三条油小路町181

２
３
６

－
９
４

８
５
５

娼
町
町

町
西
本

後
藤
藤

越
る
る

入
上
上

東
条
条

川
四
四

堀
通
通

通
井
路

角
ケ
小

六
醒
油

、
、
、

中
中
中

中詞三条通油小路東入塩屋町49

中､錦小路通新町西入下る炭之座町262

中､錦小路通柳馬場西入中魚屋町482

立
立
立
試
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
立
立

８
鴫
妬
躯
哩
詔
４
”
鋤
型
７
咽
７
通
詔
皿
９
２
昭
型
妬
妬
８
皿
型
沁
４
７
羽
、
瓢
哩
妬
哩
哩
１
肥

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

３
２
２
１
２
１
３
２
２
２
１
１
１
３
３
２
１
２
３
１
２
３
３
１

２
３
３
３
２
２
３
２
３
２
２
２
２

GL-1.25mにて室町の包含層。

GL-1.4mにて室町の包含層。

GL-1.3mにて鎌倉の包含層。

GL-1.0mにて室町～江戸の土擴7，

小穴5，濠1｡発掘調査に切り換える。

感十のみ。

嘩十のみ。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

GL-0.25mにて庭石1，－0.7m以

下時期不明の濠。

盛土のみ。

GL-1.5mにて鎌倉の落ち込み。

GL-1.3mにて時期不明の土壌2．

GL-1.45mにて室町の土壌､-1.75

mにて弥生の流れ堆積。

GL-0.3m以下江戸の包含層。

GL-1.7mにて室町の土壌。

GL-1.65mにて時期不明の落ち込

み

検出できず。

GL-1.24mにて室町の包含層、－

1.42mにて室町後期の池状堆禎。

GL-0.35mにて平安の包含層。

GL-1．0mにて平安後期の潟地堆

積。

GL-1.35m以下室町の湿地堆槙。

GL-1.05m以下時期不明の路面5o

近世層内にとどまる。

巡回時工事終了。

GL-1.1mにて土横5、鎌倉l、室

町2、江戸2。

GL-0.51mにて室町の包含層。

GL-1.5m以下江戸の包含層3．

GL-1.85mにて江戸の包含層。

GL-0.78mにて平安後期・鎌倉の

土壌各1．本文40ページ。

GL-1.73mにて室町の包含層。

GL-1.05mにて時期不明の包含層。

GL-2.1mにて時期不明の柱穴。

GL-1.56mにて平安末期の土域。

GL-0.7mにて時期不明の土溌2，

-1.0mにて平安の整地層､推定三条

大路路面。

GL-0.86mにて江戸の包含層。

検出できず。

６
１
９
７

０
９
８
６

３
２
２
２

一
一
一
一

５
５
５
５

２
１
５
９
４
６

８
７
０
９
９
９

２
２
３
２
２
２

一
一
一
一
一
一

５
５
６
６
６
６

２
５
１
６

６
６
６
１

２
２
２
３

一
一
一
一

５
５
５
５

３
０
３

２
８
６

３
２
２

一
一
一

６
６
６

４
４
７
１
２
３

一
一

６
６

７
２
９
２
２
３

一
一

５
５

９
８
１
１
６

６
７
１
２
６

２
２
３
３
２

－
－
一
一
－

６
６
６
６
６

４
７
０
９

０
０
０
７

３
３
３
２

一
一
一
一

６
６
６
９

４
４
２
５
３

２
８
１
８
８

３
２
３
２
２

一
一
一
一
一

９
９
９
９
９

３
２
７
９
２
２

一
一

０
０
１
１



太秦地区(UZ)

－46－

町
町

七
九

坊
坊

四
四

条
条

四
四

四条四坊十町

四条四坊十三町

四条四坊十三町

〃

町
町

八
十

坊
坊

一
一

条
条

五
五

五条一坊十五町

五条三坊四町

五条四坊一町

五条四坊二町

五条四坊六町

五条四坊十一町

六条一坊三町

六条三坊二町

六条四坊四町

六条四坊十五町

六条四坊十六町

七条一坊十五町

七条四坊十一町

町
町
町
町

一
六
十
六

十
十

坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条

八
八
八
八

八条四坊二町

九条三坊十一町

九条四坊十四町

中､高倉通六角下る和久屋町345-2

中､六角通麩屋町西入大黒町90

中､六角通富小路西入大黒町72-1他

中､麩屋町通錦小路下る桝屋町514

下､四条通御幸町西入奈良物町370

下､四条通御幸町東入奈良物町368-2

中､壬生賀陽御所町64-18

中､壬生賀陽御所町29-5他

下､大宮通綾小路下る綾大宮町63

下､新町通高辻下る御影町450,450-1

下､東洞院通四条下る元悪王子町47-4

下､高倉通仏光寺上る西前町367

下､高辻通柳馬場西入泉正町462

下､柳馬場通仏光寺下る仏光寺東町107-3

下､中堂寺坊城町2-2,3-1

下､若宮通五条上る布屋町97

下､間之町通五条下る塗師屋町105

下､寺町通五条上る西橋詰町761

下､寺町通松原下る植松町706

下､下松屋町通花屋町下る突抜二丁目371

下､西木屋町通正面下る八王子町107

下､観喜寺町10-24

下､大宮通七条下る上之町417

下､堀川通塩小路上る北不動堂町479

下､不明通七条下る東塩小路町735-2

下､塩小路通東洞院東入東塩小路町684

南､東九条北烏丸町地先

南､東九条南河原町3-4.5

立
立
試
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立

３
９
２
７
９
８
５
４

劃
皿
５
２
２
６
岨
型
Ⅳ
陥
巧
９
１

，
妬
７

羽
、
６
８

２
１
２
２
１
１
２
２

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

３
２
２
１
３
３
１
２
３
１
３
３
１
３
２
２
２
３
３
２
３
２
２
２
２
３
３
２

GL-2．1mにて時期不明の土稜。

GL-0.93m以下時期不明の路面10

推定富小路，-1.36mにて平安中期

の包含層。

GL-2.46mにて江戸の包含層。

GL-1．9m以下鎌倉・室町の包含

層各1

GL-0.53m以下時期不明の流れ堆

領。

GL-0.9mにて時期不明の包含層。

GL-1.07mにて時期不明の包含層。

GL-0.8mにて室町～江戸の土渡

多数。発掘調査に切り換える。

GL-0.6mにて時期不明の土擴。

GL-1.42mにて平安後期・鎌倉の

土擬各1o本文38ページ。

GL-0.5m以下江戸の包含層2．

GL-0.3m以下江戸の包含層。

GL-1.8mにて平安前期の包含層。

盛土のみ。

GL-0.6mにて江戸の東西溝。

GL-0.96mにて江戸の包含層。

検出できず。

GL-1．8m以下時期不明の流れ堆

槙。

GL-0.95mにて江戸の包含層。

GL-0.62mにて平安中期の包含層

GL-0.84m以下時期不明の流れ堆

積◎

検出できず。

GL-0.95mにて時期不明の南北溝。

盛土のみ。

GL-1.28m以下鎌倉・時期不明の

包含層各16

GL-0.78mにて古墳前期の流れ堆

積。

GL-1.35m以下時期不明の流れ堆

積◎

盛土のみ。

９
３
１
９
３
２

｜
’

０
０
１
１

５
０
９
７
２
２

－
－

０
０
１
１

10－318

５
４
５

２
６
７

３
２
２

’
一
－

０１
９
９

9－315

10－268

２
３
０
７
８
０
６
３

０
０
６
１
９
９
８
１

３
３
２
３
２
２
２
３

一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
９
１
１
１

０
７
８

１
８
０

３
２
３

一
一
一

０
０

１
９
１

１
１
６
７

０
８
７
７

３
２
２
２

一
一
一
一

１
１
１
２

１
１
１
１

12－320

12－309

12－272

遺跡 名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

西野町遺跡

″
〃

常盤東ノ町古墳群

広隆寺旧境内

〃

段ノ山古墳

上ノ段町遺跡

右､太秦西野町地先

右､嵯峨野千代ノ道町地先

右､嵯峨野芝野町地先

右､常盤村ノ内町1-17

０
７
１
１

町
町

岡
原

蜂
ヶ

東
桂

秦
秦

太
太

、
、

右
右

右､梅津段町30-5

右､太秦帷子ケ辻町11-31

立
立
立
立
立
立
立
立

６
８
１
１

／
／

２
１

2／22～

3／31

3／4

1／12

3／7

９
３
１
２

／
／

３
３

巡回時工事終了。

検出できず。

検出できず。

GL-0.26mにて時期不明の包含層。

検出できず。

GL-0.35mにて平安後期の土壌。

検出できず。

検出できず。

18

32

33

40

31

43

44

45

一
一
一
一
一
一
一
一



洛北地区(RH)

北白川地区(KS)

洛東地区(RT)

伏見・醍醐地区(FD)

－47－

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

北野遺跡

〃

同志社大学新町

校地内遺跡

岩倉中在地遺跡

北野廃 寺

相国寺旧境内

上､一条通御前西入西町46

上､今小路通御前西入紙屋川町1039-32

上､上立売通新町西入西大路町79

左､岩倉村松町先

北､北野下白梅町65

北､北野下白梅町65

上､相国寺門前町670-1

立
立
立
立
立
立

l/12

1/25

2／1

2/10

3／3

3／11

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.7m以下時期不明の路面16、

-1.54mにて室町の包含層。

巡回時工事終了。

GL-1.2mにて野寺の東限築地に

伴う溝◎

盛土のみ。

40

43

44

45

46

47

一
一
一
一
一
一

遺跡 名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

京都大学

北部構内遺跡

〃

尊勝寺跡

〃

白河北殿跡

岡崎遺跡

白河街区

南禅寺境内遺跡

法成寺跡

左､北白川追分町80-1他

左､北白川追分町地先

左､岡崎西天王町98

左､岡崎西天王町地先

左､東丸太町41-6

左､岡崎円勝寺町91-2

左､東丸太町46-4

左､南禅寺福地町86

上､河原町通荒神口上る西入宮垣町78-4

立
立
立
立
立
立
立
立
立

羽
８
吃
泌
茄
８
溺
詔

１１

／
／
／
／
／
／
／
／
／

１

２
１
２
２
２
２
１
１

GL-0．7mにて室町の包含層、-

1.0mにて弥生の流れ堆積、-2.7m

にて縄文後期～弥生前期の湿地堆積。

GL-0.51mにて時期不明の包含層。

撹乱のみ。

検出できず。

GL-0．4m以下江戸の包含層2．

GL-1.42mにて平安後期の流れ堆

槙◎

撹乱のみ。

検出できず。

GL-0.6m以下時期不明の流れ堆

積

３
０
２
７
８
９
６
４
５

２
３
２
２
２
２
２
２
２

一
一
一
一
一
一
一
一
一

13

13

13

13

13

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

平安
■一

泉

隣接地

跡

法性寺跡

〃

山科本願寺跡

中臣遺跡

〃
″

正覚寺跡

〃

中､寺町通丸太町上る下御霊前町631

東､泉涌寺五葉ノ辻町13-16

東､今熊野椥ノ森町712

山､西野大手洗町16-1

山､勧修寺東栗栖野町2-1

０
５
５
５
－
－

６
６
２
２

町
町

臣
臣

中
中

山
山

野
野

西
西

、
、

山
山

伏､深草願成町地先

伏､深草開土町地先

立
立
立
立
立
立
立
立
立

８
９
配
２
ｕ
肥
８

／
／
／
／
／
／
／

１
１
２
２
１
２
３

18．23

23．26

／
／

1

1

GL-1.75m以下時期不明の包含層

3◎

GL-0.53mにて室町の包含層、－

0.75mにて平安末期の東西溝。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

撹乱のみ。

44

45

49

47

46

48

50

58

59

一
一
一
一
一
一
一
一
一

３
３
３

１
１
１

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

伏見城跡

″
〃
″
″

伏､京町北八丁目71

伏､桃山町永井久太郎

伏､桃山井伊掃部西町7

伏､深草大亀谷安信町42他

伏､桃山町本多上野地先

立
立
立
立
立

７
ｕ
ｕ
ｕ
羽

／
／
／
／
／

１
１
１
１
１

GL-0．2mにて江戸の南北溝。

検出できず。

盛土のみ。

盛土のみ。

GL-0.72mにて廟明不明の落ち込み。

46

47

48

50

53

一
一
一
一
一



鳥羽地区(TB)

南・桂地区(MK)

－48－

伏見城跡

〃

〃
″
″
″
″
″
″
〃

″
〃
″

〃

″
〃
〃

深草坊町遺跡

法界寺境内

伏､桃山町立売37

伏､桃山町伊庭地先

伏､桃山井伊掃部東町38

伏､桃山町松平筑前1-1

伏､桃山町新町地先

伏､京町南八丁目105-5.6

伏､桃山町伊庭地先

伏､鷹匠町地先

伏､桃山町三河55他

伏､豊後橋町69-1他

伏､桃山井伊掃部東町16

伏､深草大亀谷万帖敷町90,90-3

伏､東町217

伏､新町四丁目465-1

伏､桃山井伊掃部東町42

伏､京町三丁目183-1他

伏､弾正町地先

伏､深草西出山町

伏､日野西大道町16

立
立
立
立
立
立
立
立
立
試
立
立
試
試
立
試
立
立
立

配
１
四
３
３
恥
妬
Ⅳ
四
２
４
５
７
９
ｕ
妃
喝
鵡
鵡
幻

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

１
２
３
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
１
１
３
３
１

GL-0.45mにて桃山の土擬。

GL-1.35m以下湿地堆積。

検出できず。

０
０

し
み

な
の

削
乱

掘
攪

GL-0.85mにて近世の包含層。

巡回時工事終了。

検出できず。

GL-0.2mにて時期不明の包含層。

GL-2.6m以下江戸中期の流れ堆

積

検出できず。

GL-0.83mにて時期不明の溝。

GL-1.0mにて江戸後期の湿地堆

積

GL－1．0mにて江戸の柱穴、土擴

東西溝各1．

検出できず。

GL－0．5mにて江戸の土擴2。

巡回時工事終了。

検出できず。

検出できず。

４
５
６
７
８
９
０
１
３
４
５
６
７
８
９
０
２
１
１

５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
５

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

淀城跡

上鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡

〃
〃

深草遺跡

唐橋遺跡

伏､淀下津町208-9

南､上鳥羽北花名町9

伏､中島堀端町33-1

伏､竹田小屋ノ内町6-1.23

伏､竹田内畑町地先

伏､深草西浦町五丁目26

南､吉祥院九条町地先

立
試
立
試
立
立
立

1／12

2／8

2／22

2／22

3／8

3／25

3／29

検出できず。

GL-0.4m以下時期不明の流れ堆

槙

GL－1．0mにて江戸の包含層。

GL-0.3mにて池跡。

検出できず。

GL-0.64mにて弥生の溝。

検出できず。

34

35

36

37

40

38

39

’
一
一
一
一
一
一

４
４
４

１
１
１

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

中久世遺跡

〃

〃

大薮遺跡

南､久世中久世町一丁目141

南､久世殿城町430

南､久世殿城町136-6他

南､久世殿城町430

試
試
立
試

1／20.26

・27

2／3

3／28

3／25

GL-1.26m以下弥生の湿地堆積。

GL-1.65mにて河跡､－2.3mにて

弥生～平安の包含層。発掘調査に切

り換える。

GL-0.64mにて時期不明の落ち込

み

GL-0．6mにて室町の柱穴1，平安

後期の井戸lo発掘調査に切り換え

る

15－11

15－12

15－14

15－13



長岡京地区(NG)

Ⅱ63年度4～12月期

平安宮(HQ)

－49－

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

長岡京 跡

″
〃

伏､羽束師古川町297-301

伏､羽束師菱川町469

伏､羽束師菱川町366-1

立
立
試

1／18

2／19

3／30

検出できず。

検出できず。

GL-1.4mにて平安の柱穴、溝◎

８
９
０

１
１
２

一
一
一

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

院
院
官
裏
坊
院
院

院

司
省
司
司
寮
寮

曹

堂
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
″
〃
言
〃
酒
〃
〃
務

楽
〃

政
芳
和
膳
書
薬

御

朝
豊
太
内
桂
中
真
南
造
中
職
内
図
曲

少

上､千本通二条下る東入主税町910-28

上､千本通竹屋町下る聚楽町854

上､千本通丸太町上る小山町

中､聚楽廻東町10-5

上､千本通丸太町下る主税町1187

中､聚楽廻南町41-5

上､丸太町通士屋町西入中務町491

中､聚楽廻東町31-4

上､椹木町通千本東入小山町908-71

中､聚楽廻南町19-20

中､西ノ京内畑町22

中､聚楽廻西町64-14

中､聚楽廻中町50-13

中､聚楽廻中町40-9

中､聚楽廻西町183

中､聚楽廻中町53-11

中､聚楽廻西町74-4.6

上､千本通二条下る東入主税町998,998-1

上､土屋町通丸太町上る中務町409

上､裏門通出水上る白銀町257-3

上､千本通下立売下る小山町908-56

中､聚楽廻中町29-2

上､下長者町通千本東入二本松町15

上､土屋町通上長者町下る東入山王町511

中､聚楽廻西町173

中､聚楽廻松下町11-10

中､下立売通七本松東入長門町401

上､主税町地内

上､智恵光院通出水上る金馬場町175-6

上､出水通千本西入尼ケ崎横町356

上､下長者町通七本松西入鳳瑞町242

中､聚楽廻松下町3-31
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10／21,

11／1～18
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18,8／23

4／27,

5／11～23

11／21

8／22

8／6

６
５
２
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／
／

４
８

12/1

4／12

8／8

10／19

6／10

10／6

11／16

4／25

7／6

GL-1.2mにて平安の落ち込み。

巡回時工事終了。

GL-0.7mにて平安の瓦溜め｡本文

3ページ。

GL-0.8mにて平安の整地層。

巡回時工事終了。

GL-0.55mにて江戸の包含層。

検出できず。

GL-0.35mにて江戸の包含層。

GL-1.7mまで江戸の層｡本文40ぺ
、子

一 ン

検出できず。

GL-1.45mにて凝灰岩片を含む時

期不明の包含層。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.7mにて平安の整地層。

検出できず。

GL-0.4mにて平安の南北溝｡推定

豊楽院東面築地。発掘調査に切り換

える。本文8ページ。

GL-0.35mにて版築基壇と礎石の

根固め痕。

GL-0.6mにて平安前期の東西溝、

整地層。推定太政官北限溝。発掘調

杳に切り換える。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.15m以下平安・江戸の包含

層各1．平安の整地層1．

盛土のみ。

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

検出できず。

喀士のみ。

GL-0.25m以下時期不明の包含層

2

巡回時工事終了。

GL-0.6mにて平安前期の包含層。

検出できず。

検出できず。

1
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右
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縫
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茶
梨
大
内
宮
治
弾
大
宴
右
左
右
式
釜

中､聚楽廻松下町8-17

中､西ノ京左馬寮町9-22

中､西ノ京右馬寮町8-31他

中､西ノ京右馬寮町16-1

中､西ノ京右馬寮町17-3

上､下長者町通千本東入二本松町5

上､上長者町通千本東入愛染寺町487
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長
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４
４

町
町

丸
丸

水
水
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新

入
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東
東

院
院

光
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恵
恵

知
同
知
日
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通

圭
元
幸
元

立
立

中
中

、
、

上
上

上､一条通浄福寺東入南新在家町343,342-1

上､新白水丸町地先

上､裏門通上長者町下る亀木町222

上､上長者町通浄福寺東入高台院町540-3

上､~上長者町通千本東入信濃町478-3

上､七本松通仁和寺街道上る一番町105

上､六軒町通一条下る西中筋町19

上､千本通一条下る西中筋町19

上､中立売通千本東入丹波屋町341-1

上､土屋町通一条下る東入東西俵屋町668-4.5

･15

上､土屋町通中立売上る田丸町379-6

上､浄福寺通一条下る東西俵屋町160

上､浄福寺通一条下る東入東西俵屋町16－1

上､仁和寺街道六軒町西入四番町118-1

上､仁和寺街道七本松東入一番町96,96-1

上､仁和寺街道千本西入五番町161

上､上長者町通千本西入五番町158-1.2

中､西ノ京左馬寮町20-9

上､御前通下立売下る下之町424-4

中､西ノ京左馬寮町28

上､竹屋町通千本東入主税町1247-1

中､西ノ京内畑町11-16

中､西ノ京内畑町24

上､仁和寺街道六軒町西入四番町151-35

上､七本松通出水下る七番町348

上､御前通下立売上る三丁目西上之町278

上､御前通下立売上る三丁目東入三助町280-36

上､御前通下立売上る仲之町299-11

上､御前通下立売上る仲之町303-1
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中､聚楽廻南町30-23

中､西ノ京小堀町2-28

上､智恵光院通出水下る分銅町555-1,557

立
立
試
試
試
試
立
立
試
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
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立
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立
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立
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8／23

5/12

5／25

10／3

8／24

5／18

6／15

9／21

11／29

6／28

8／24

9／8

11/21

4／27

6／6

4／14

4/12

8／2

8／8

6／13

8／9

10／25

5／27

8／3

5／20

8／29

7／25

8／29，

9/1

5／14

5／23

9／2

4／1

11／18

7／13

11／29

11／9

6／28

8／4

9／21,

10／3

12／12

4／22

5／13

12／16

12／20

6／2

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.9mにて室町の包含膚。

GL-0.88mにて平安中期の湿地堆

積

GL-0.9mにて江戸の包含層。

GL-0．3mにて時期不明の整地層。

０
０

み
み

の
の

土
土

盛
盛

検出できず。

GL-0.3m以下江戸の包含層。

盛土のみ。

盛土のみ。

攪乱のみ。

攪乱のみ。

０
０

ず
ず

き
き

で
で

出
出

検
検

盛土のみ。

GL-0.65mにて南北方向の江戸の

溝

嘆十のみ。

感十のみ。

巡回時工事終了。

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

０
０

み
み

の
の

土
土

盛
盛

GL-0.35mにて時期不明の整地層。

GL-0.8mにて室町～江戸の柱穴8

土壌2。

GL-0.46mにて時期不明の落ち込

み

検出できず。
●

検出できず。

GL-0.2mにて平安以前の土壌1．

平安～江戸の溝・土擴6．発掘調査

に切り換える。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.1mにて江戸の包含層。

GL-0.6m以下江戸の包含層。

GL-0.25mにて時期不明の東西溝。

GL-0．2m以下時期不明の流れ堆

積

盛土のみ。

GL-0.7mにて室町､時期不明の土

擬各1。

GL-0.4mにて時期不明の土壌。

GL-1.0m以下江戸の包含層。

GL-0.64mにて時期不明の整地層。

盛土のみ。

GL-0.26mにて平安の包含層。

GL-0.9m以下江戸の包含層。
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遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

Ｊ
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丁
丁

田
日
田
旧

四
一
四
七

坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
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一
一

辺
辺
辺
条

北
北
北
一

町
町
町

九
十
二十

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
条

一
一
一

一条二坊十三町

一条二坊十四町

″
″

一条三坊十町

一条三坊十一町

一条四坊九町

一条四坊十一町

一条四坊十二町

二条二坊三町

ｒ
－
ｊ
ｒ
｝
ｊ

田
日
田
田

五
八
二
三

坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一

〃

二条三坊五町

二条三坊十三町

二条四坊十六町

〃

三条一坊六町

三条一坊十二町

三条二坊二町

三条二坊十三町

〃

三条二坊十四町

三条三坊十四町

三条四坊二町

四条一坊二町

四条一坊七町

四条一坊十三町

上､一条通御前西入三丁目西町43-1

北､大将軍一条町117

北､大将軍一条町32-1

上､御前通西裏上の下立売上る北町556

北､大将軍東鷹司町133

中､西ノ京中保町15

中､西ノ京円町地先

中､西ノ京円町15

先
先

地
地

町
町

円
円

北
北

｛
宗
一
泉

ノ
ノ

西
西

中
中

中､西ノ京北円町74

他
他
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－

３
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町
町

代
代

馬
馬

一
泉
一
界

ノ
ノ

西
西

、
、

中
中

右､花園妙心寺町1

右､花園寺ノ前町30

右､太秦安井小山町9－12

中､西ノ京冷泉町122

中､西ノ京笠殿町161-1

中､西ノ京円町37

０
３
９
－

町
妬

西
町

門
井

御
壺

中
北

一
泉
一
扉

ノ
ノ

西
西

、
、

中
中

中､西ノ京北壼井町67

中､西ノ京塚本町16-10

中､西ノ京藤ノ木町10-19

右､太秦安井車道町21-15.16

右､太秦安井車道町21-15

中､西ノ京小倉町22

中､西ノ京東月光町1-9

中､西ノ京銅駝町61

中､西ノ京三条坊町2-1他

中､西ノ京二条坊町2-4

中､西ノ京下合町地先

中､西ノ京月輪町35

右､太秦安井水戸田町12-6

中､壬生天池町1-5

中､壬生天池町25

中､壬生森町56-13

立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
試
試
立
立
試
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
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12／12

12／12

5／31

9／28

5／14

5／6

7／21

11／29

4／16

5／24

10／19

5／12

5／23

5／31

8／30

5／6

11／18

5／6

4／11

6／28

5／26

12／14

6／22

4／20

8／22

9／12

11／12

12／7

11/15

8／12

12／7

8／18

4／25

9／14

9／5

5／6

9／9

GL-0.45mにて時期不明の包含層。

窯＋のみ。

感十のみ。

GL-0.5mにて平安中期の包含層。

本文38ページ。

GL-0.2mにて時期不明の東西溝。

GL-0.41mにて時期不明の土猿。

GL-0.45mにて平安の包含層、一

1.1mにて平安の整地層。

感十のみ。

撹乱のみ。
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Ｏ
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層
層
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の
の
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明
期

不
不
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期
期
安

時
時
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ｍ
、

８
２
２

８
６
７

０
０
０

－
一
一

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｇ
Ｇ
Ｇ

GL-0.5mにて室町の土擬。

盛土のみ。

GL-1.08mにて時期不明の包含層。

検出できず。

GL-0．5mにて平安中期の土壌4、

室町の土稜1.発掘調査に切り換える。

GL-0.78mにて平安前期の包含層。

検出できず。

GL-0.78mにて火山灰層。

GL-0.57mにて江戸の包含層。

GL-0.6mにて室町の包含層､－0．8

mにて平安中期の土壌、古墳後期の

溝。発掘調査に切り換える。

GL-0.22mにて平安の小穴2,土壌

1

GL-0.3mにて時期不明の土涜3，

柱穴2。

GL-0.5mにて平安後期の柱穴3．

GL-0.15mにて鎌倉の土壌1,小穴

4､室町の溝1,-0.3mにて時期不明の

包含層。

GL-1.53mにて沼状堆積。

盛土のみ。

NO1GL-0.65mにて古墳前期の

包含層｡NO2GL-0.6mにて平安

中期の小穴2。

GL-0.94mにて時期不明の落ち込

み

GL-0.88にて江戸の湿地堆積。

GL-0.35m以下時期不明の流れ堆

積。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.72mにて江戸の包含層。

検出できず。

GL-1.08m以下時期不明の包含層

2
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9
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９
２
１
４
７
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３
２
５
１
７
８
０
２

１

１
１
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72
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1

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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４
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五条三坊 六町

五条三坊十三町

〃

五条四坊五町

五条四坊十三町

〃

五条四坊十五町

五条四坊十六町

六条一坊二町

六条一坊三町

六条一坊十四町

六条二坊十五町

〃

六条二坊十六町

〃

六 条三坊五町

六条三坊八町

六条三坊十一町

〃

Ｔ
Ｊ
Ｊ
－
ｊ

田
日
田
田

六
十
一
九

十坊
坊
坊
坊

三
四
一
一

条
条
条
条

六
六
七
七

〃

町
町
町

二
十
二

坊
坊
坊

二
二
四

条
条
条

七
七
七

七条四坊四町

〃
″

七 条四坊五町

七条四坊十五町

七条四坊十六町

〃

〃

八条一坊四町

八条二坊十町

八条二坊十一町

八条二坊十四町

右､西院南井御料町3

右､西院清水町24

右､西院清水町地先

右､西院月双町56-3

右､西院西田町90-2

右､西院西田町29～32

右､西院東貝川町59-3

右､西院東貝川町32,33

下､中堂寺北町16-6

下､朱雀分木町

下､中堂寺粟田町1

右､西院寿町

右､西院寿町40-3他

右､西院西高田町6

右､西院西高田町8-5

右､西院西溝崎町42

右､西院西寿町4

右､西院西溝崎町6

右､西院西溝崎町8

右､西院清水町146

右､西院月双町108-1

下､朱雀分木町19

下､西七条東八反田町

下､西七条東八反田町5

下､西七条東石ケ坪町61

下､西七条掛越町64

右､西京極町ノ坪町4-1.2

右､西京極東町36

右､西京極東町30

右､西京極北裏町13-1

右､西京極東中島町22-2.6

右､西京極西池田町11

右､西京極大丸町地先

右､西京極堤町35-1他

右､西京極西池田町4,5

下､梅小路頭町

下､七条御所ノ内北町76-3

下､七条御所ノ内中町66

下､七条御所ノ内中町29

立
立
立
立
立
試
試
立
立
立
立
試
試
試
立
試
立
試
立
立
立
立
試
試
立
立
試
立
立
立
試
立
立
試
立
試
立
立
立

4／15

9／5

11／29,

12／2

5／24

6／6

11／11

6／29

11／16

6／17

8／6.23

12／21

4／25

11／16

4／11

１
９
２
２

／
／

７
８

9／8

5／16

11／14

６
２
６
２

１
２
２
２

／
／
／
／

５
８
７
７

11／10

10／24

8／23

5／9

6／20

7／5

11／18

9／5

6／20

６
３

／
／

６
８

11／7

12／16

6／11

6／11

5／6

GL-0.78m以下包含層4､江戸1，時

期不明3。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.76m以下時期不明の包含層

2

GL-0.95mにて室町の包含牌。

GL-1.4mにて室町以降の溝。

GL-0.62mにて弥生～古墳期の竪

穴住居杜2,土壌1,溝1

盛土のみ。

GL-0.9mにて11,f期不明の井戸。

撹乱のみ。

盛土のみ。

GL-0.3mにて道祖川の東肩、－

0.5mにて石敷遺構、柱穴、溝、平安

～室町。発掘調査に切り換える。

GL-0.3mにて11‘期不明の東西溝。

GL-0.64mにて鎌倉～室町の包含

牌

検出できず。

検出できず。

検出できず。

GL-2.0mにて植物遺体を含む湿地

堆積。

GL-0.19mにて平安の包含j;ｲ。

嘆十のみ。

感十のみ。

嘆十のみ。

GL-0.47mにて平安の整地牌、平

安前期の柱穴3。

GL-0.95mにてIIf期不明の東西溝。

０
０

ず
ず

き
き

で
で

出
出

検
検

GL-1.15m以下時期不明の流れ堆

積

GL-0.68m以下11＃期不明の流れ堆

積

検出できず。

検出できず。

GL-0.6mにて平安の包含牌。

GL-1.2m以下ll#期不明の流れ堆

積

撹乱のみ。

GL-0.8m以下流れ堆積、－1．6m

にて弥生～奈良の遺物含む。

GL-0.9mにて時期不明の包含螺。

－1．0m以下、流れ堆積。

GL-1.04mにて近代以降の池状堆

積

GL-0.45m以下11,f期不明の流れ堆

積

"izのみ。

礁士のみ。
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八条三坊七町

八条三坊九町

〃

八条三坊十三町

八条三坊十六町

九条一坊六町

九条一坊十二町

九条一坊十四町

九条一坊十五町

九条二坊三町

九条二坊五町

九条二坊十二町

九条二坊十三町

町
町
町

五
六
九

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条

九
九
九

〃

九条三坊十四町

〃

九条四坊九町

下､七条御所ノ内西町68-1他

１
１
１
３
－
－

７
０
１
２

町
町

田
田

佃
佃

極
極

一
皐
一
皐

西
西

、
、

右
右

南､吉祥院向田東町30

右､西京極西川町22

南､唐橋花園町15

南､唐橋花園町9-6

南､唐橋西寺町35-7

南､唐橋門脇町6,7

南､唐橋平垣町61

南､唐橋大宮尻町9

南､唐橋西平垣町45-2

南､吉祥院清水町17

南､吉祥院西ノ庄猪ノ馬場町l

南､吉祥院西ノ庄猪之馬場町1

南､吉祥院西ノ庄西中町l～5

南､吉祥院西ノ庄西中町地先

南､吉祥院中河原里北町45,46

南､吉祥院中河原西屋敷町地先

南､吉祥院宮ノ西町4-1.3

試
立
立
立
立
立
立
立
試
試
試
立
立
立
立
立
立
立
立
試
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17

４
７
照
５
皿
妬
１
８
鋤
型
皿
岨
６
皿
創
調
皿
４
ｍ
６

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

叩
、
吃
４
５
ｕ
９
９

ｍ
ｎ
ｍ
６
皿
７
７
ｕ
４
６
９

４ GL-1.65mにて東西方向の木樋。

両側板及び蓋板の一部残存。発掘調

査に切り換える。

GL-1.7mにて包含層2．

検出できず。

GL-1.0m以下時期不明の流れ堆

積0

GL-1.07m以下時期不明の流れ堆

積

GL-0.25mにて平安前期の包含層。

GL-0.17mにて平安前期の包含層。

GL-0.32mにて平安の包含層。

1TGL-0.67mにて鎌倉の土稜、

－0．8mにて平安前期～中期の包含

層、-0.96m以下古墳期の包含層。

2TGL-0.26mにて平安後期の

土壌1，溝1．発掘調査に切り換える。

GL-0.5mにて室町～江戸の土擴.

溝6｡本文40ページ。

GL－0．8m以下時期不明の流れ堆

積

GL-1.0m以下時期不明の流れ堆

積

GL-1.45m以下時期不明の流れ堆

積◎

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

GL-1.07mにて時期不明の流れ錐

積

検出できず。

検出できず。

GL-1.23m以下時期不明の流れ堆

積0
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１
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一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
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１

１
１
１

１

２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１
１

１

１
１
１
１

１

１

１

１

１
１
１
１

１
１
１

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

北 辺 二坊四町

〃

町
町
町
町

六
七
一
一

劾
勤
勤
勤

迅
辺
辺
条

北
北
北
一

町
町
町
町
町
町

二
七
九
十
三
六

十
十

坊
坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条
条
条

一
一
一
一
一
一

〃

町
町

一
八

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

一
一

上､葭屋町通一条下る福大明神町104-1他

上､中立売通堀川西入役人町259,260他

上､油小路通中立売下る甲斐守町97

上､油小路通中立売下る甲斐守町110-3

上､西洞院通一条下る讃州寺町459中立小学校

上､黒門通下長者町上る北小大門町地先

上､大宮通下長者町下る清元町723-1他

上､葭屋町通下長者町下る亀屋町326

上､東堀川通上長者町下る2丁目32他

上､下長者町通油小路西入大黒屋町32

上､椹木町通小川西入東魚屋町352.354

上､小川通下長者町上る鷹司町66

７
８
６
１
１
３

町
町

詰
門

橋
御

中
土

る
入

下
西

丁
丁
田
田

者
新

長
通

中
町

通
者

川
長

小
上

、
、

上
上

上､新町通下長者町上る元頂妙寺町32

立
試
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立・試

立
立
立

22

2／８

７
晦
幻
、
妬
創
哩
詔
皿
皿
６
、
妬
７
ｍ

／
／
／
／
／
／
配
／
／
／
／
／
妬
／
／
／

５
６
５
６
９
９
．
７
５
ｍ
ｍ
４
万
８
皿
６

検出できず。

GL-0.9mにて江戸の包含層。

GL-1.7mにて時期不明の包含層。

GL-1.1mにて時期不明の包含層。

盛土のみ。

GL-0.95mにて時期不明の包含層。

GL-1.2mにて時期不明の包含層。

GL-0.62mにて時期不明の包含層。

GL-0.2mにて鎌倉の土壌。

検出できず。

GL-1.46mにて江戸の包含層。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.4mにて江戸の包含層。

GL-1.66mにて時期不明の包含層。

26

62

44

60

211

118

81

40

130

131

3

88

109

162

59

｜
’
’
一
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

５
５
５
５
６
５
５
５
５
５
５
５
５
６
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一条二坊十六町

町
町
町
町
町
町

十
六
一
三
八
八

十
坊
坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

二条二坊九町

二条二坊十一町

〃

二条二坊十三町

二条二坊十五町

〃

二条二坊十六町

町
町

二
五

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

一
一
一
一

〃

二条三坊九町

二条三坊十町

二条三坊十一町

二条三坊十二町

〃

二条三坊十四町

二条四坊三町

二条四坊五町

二条四坊六町

〃

二条四坊十二町

二条四坊十三町

二条四坊十五町

三条一坊二町

三条一坊六町

三条一坊七町

三条一坊十一町

〃
〃

三条一坊十四町

町
町
町

三
六
十

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一
一

三条二坊十三町

〃

三条二坊十四町

上､下長者町通室町西入西鷹司町16

上､下長者町通烏丸西入鷹司町18

上､京都御苑438-1

上､丸太町通猪熊西入藁屋町522-3

中､二条城541

上､椹木町通堀川西入講堂町223

上､西堀川通椹木下る上堀川町地先

上､東堀川通丸太町上る六町目217-3

中､油小路通竹屋町下る橋本町488

中､夷川通堀川東入夷川町561

中､二条通小川東入西大黒町33－2

中､竹屋町通小川西入東竹屋町429

中､竹屋町通小川東入東竹屋町

中､丸太町通小川西入横鍛治町100

中､丸太町通釜座西入梅屋町171

中､二条通室町西入蛸薬師町261-1他

中､室町通二条上る冷泉町58,59-1

中､丸太町通烏丸西入常真横町190-2.3

中、両替町通丸太町下る西方寺町178

中､室町通竹屋町下る鏡屋町36-1

中､室町通二条下る蛸薬師町262

中､室町通二条上る冷泉町70

中､東洞院通夷川上る三本木五丁目494

中､高倉通夷川上る福屋町723,722-2

中､柳馬場通二条上る六丁目270-1

中､堺町通夷川上る絹屋町136他

中､柳馬場通夷川上る五丁目223

中､二条柳馬場東入る晴明町657

中､麩屋町通二条上る布袋屋町499-1,500

中､丸太町通麩屋町西入昆布屋町395

中､西ノ京北聖町27

中､西ノ京池ノ内町23

中､西ノ京職司町67-76

中､神泉苑通御池下る神泉苑町9

中､神泉苑通姉小路上る神泉苑町

中､西ノ京池ノ内町16-14

中､大宮通御池下る三坊大宮町149-3

中､姉小路通黒門西入倉本町263-1-1

中､猪熊通姉小路上る三坊猪熊町南組356

中､油小路通御池上る押油小路町254他

中､小川通姉小路下る西堂町487

中､油小路通姉小路下る宗林町96,96-2.3

中､姉小路通小川東入宮木町482
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11／25

8／19
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7／11
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9／22

6／1

GL-0.5m以下、江戸の層2.-2.4

mにて、室町の包含層。

盛土のみ。

GL-0.15mにて江戸の包含層。

攪乱のみ。

GL-0.3mにて江戸の包含層。

検出できず。

GL-1.1mにて時期不明の包含層。

GL-0.67mにて時期不明の含含層。

GL-1.1m以下江戸，室町,時期不

明の包含層各1。

GL-1.2mにて江戸の包含層。

検出できず。

GL-1.47m以下江戸の湿地堆積。

検出できず。

GL-1.5mにて平安後期の庭園(高

陽院)。発掘調査に切り換える。

GL-0.46mにて江戸の包含層。

GL-0.2m以下包含層5、室町2，

江戸3｡

GL-0.9m以下江戸の包含層3，－

2.2mにて鎌倉の包含層。

巡回時工事終了。

GL-1.5mにて江戸の包含層。

GL-0.24mにて江戸の包含層。

検出できず。

巡回時工事終了。

GL-1.15mにて時期不明の包含層。

GL-1.21mにて室町の包含層。

盛土のみ。

検出できず。

撹乱のみ。

GL-1.05mにて平安の土壌。

GL-1.39mにて室町の包含層、－

1.54m以下時期不明の流れ堆種。

GL-1.9m以下江戸の包含層。

GL-0.88mにて平安中期の土稜。

GL-0.7mにて時期不明の東西溝、

推定姉小路南側溝。

盛土のみ。

GL-0．5mにて江戸の包含層､－1．1

m以下時期不明の湿地堆種。

検出できず。

GL-1.25m以下近代以降の池状堆

積。

GL-0.83m以下時期不明の池状堆

積。

検出できず。

検出できず。

GL-1.37mにて室町の包含層、－

1.68mにて室町の土壌。

巡回時工事終了。

GL-0.93mにて時期不明の包含層。

GL-0.5mにて江戸の句含層。
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三条二坊十五町

三条三坊一町
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検出できず。

GL-0.55mにて江戸の包含層。
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条
条

一
一
一
一
一
一

中､西洞院通姉小路上る三坊西洞院町565

中､室町通御池下る円福寺町345
試
立

GL－0．9mにて江戸の土擴。

GL-2.76m以下時期不明の流れ堆

積。

GL－0．5mにて江戸の包含層。

検出できず。

埋土のみ。

GL-1.05m以下鎌倉・江戸の包含

層各lo

GL-1.4mにて室町の包含層。

GL-1.2m以下桃山～江戸の池状

堆積。

GL-2.1mにて鎌倉の包含層。

GL-1.6mにて時期不明の包含層。

GL-1.5mにて室町の井戸。

巡回時工事終了。

GL-0．4m以下平安後期・鎌倉後

期・江戸の包含層各lo

NO1GL-0.7m以下室町･鎌倉･時

期不明の包含層各1．－1.15mにて

路面、推定二条大路。

盛土のみ。

GL-1.3mにて平安の湿地堆積。

盛土のみ。

GL-0.7m以下時期不明の包含層2．

GL-0.9m以下包含層3,平安前期、

江戸、時期不明各lo

GL-1.2mにて室町の池状堆積。

GL-0.82m以下包含層2，平安後

期1、室町lo

GL-1.1mにて江戸の包含層、-

1.25m以下時期不明の流れ堆積。

GL-0.6m以下江戸の包含層。

GL-1.85mにて江戸の湿地堆積。

GL-1.2mにて平安の整地層｡室町

～江戸の土壌、小穴検出。推定南蛮

寺跡。発掘調査に切り換える。本文

37ページ。

GL-1.6mにて桃山の石組み遺構。

発掘調査に切り換える。

検出できず。

GL－1．0m以下包含層3，平安･鎌

倉･室町各lo発掘調査に切り換える。

GL-1.95m以下包含層4，平安後

期・室町・桃山・時期不明各1,-

2.45mにて平安後期の土壌。

GL-1.6mにて時期不明の包含層、

-1.8m以下、流れ堆積。

検出できず。

攪乱のみ。

検出できず。

GL-0.4m以下江戸の包含層。
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三条 三坊八町

三条三坊九町

三条三坊十一町

三条三坊十四町

中､新町通二条下る頭町21-5

中､室町通二条下る蛸薬師町288

中､虎屋町地先

中､東洞院通御池下る笹屋町445
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中､車屋町通押小路下る塗師屋町330-1
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中､間之町通二条下る鍵屋町486

中､堺町通姉小路上る丸木材木町683-1

中､堺町通御池上る扇屋町661

中､押小路通堺町西入竹屋町158-1

中､柳馬場通押小路上る等持寺町26
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三条四坊十六町 中､御幸町通二条下る山本町地先 9／9．10

．12．19
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中､壬生朱雀町5-6

中､壬生朱雀町4－16

中､壬生馬場町37-10.11

中､蛸薬師通大宮西入因幡町102

中､大宮通三条下る三条大宮町266
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四条二坊十二町 中､東堀川通四条上る錦堀町648-2 立’8／22 9－106
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四条三坊十一町

四条三坊十三町

中､蛸薬師通烏丸西入橋弁慶町228

中､錦小路通烏丸東入元法然寺町684

立 4 ／ 1 4
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六 条三坊七町

六 条三坊八町
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六条四坊 九町

中､麩屋町通錦小路下る桝屋町

中､壬生椰ノ宮町19-2

中､壬生辻町49

中､壬生賀陽御所町地先

下､大宮通高辻下る高辻大宮町102

下、黒門通綾小路下る塩屋町183

下､油小路通四条下る石井筒町549

下､東堀川通四条下る四条堀川町286他4筆

下､綾小路通油小路東入芦刈山町125
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下､仏光寺通室町西入糸屋町217

下､室町通四条下る鶏鉾町498他

下､仏光寺通烏丸西入釘隠町246

下､烏丸通高辻下る薬師前町709,710

下､烏丸通高辻下る東側因幡堂町709

１
１
０
８
８

４
７
０
０
２

３
５
４
４
２

町
町
町
町
町

柳
篭
前
前
木

上
燈
東
東
材

入
る
入
入
高

東
下
東
東
る

丸
辻
町
町
下

烏
高
堺
堺
条

通
通
通
通
四

寺
院
寺
寺
通

光
洞
光
光
倉

仏
東
仏
仏
高

、
、
、
、
、

下
下
下
下
下

下､高倉通四条下る立売中之町85

下､富小路通仏光寺上る仏光寺東町121-5

下､高辻通富小路東入雁金町171

下､中堂寺坊城町10,16-9

下､中堂寺壬生川町1-20

下､黒門通五条上る柿本町590-1

下､猪熊通五条下る柿本町672-3.2

下､五条通東中筋西入金東横町240他

下､新町五条上る材木町138-1

下、松原通新町東入中野之町172

下､烏丸通五条下る大阪町347

下、東洞院通五条上る深草町586-1

下､東洞院通松原下る大江町538-1他

下､万寿寺通間之町東入万寿寺中之町84

下､東洞院通五条上る深草町580

下､間之町通五条下る塗師屋町105

下､堺町通万寿寺上る殿治屋町243,242

下､堺町通万寿寺上る鍛治屋町252

下､柳馬場通松原下る忠庵町316
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GL-0.65m以下時期不明の路面9,

－1．5mにて時期不明の溝､推定富小

路の路面・西側溝。

GL-1.04m以下鎌倉・時期不明の

包含層各1。

GL-1.0mにて鎌倉～室町の土壌。

攪乱のみ。

盛土のみ。

GL-0.55mにて鎌倉の包含層、－

1.33mにて時期不明の落込み。

GL-0.35mにて江戸の包含層。

検出できず。

GL-0.3mにて江戸の包含層。

検出できず。

検出できず。

GL-1.98mにて江戸の落ち込み。

GL-0.3mにて江戸の包含層。

GL-0.91m以下室町の包含層。

GL-1.45mにて室町の包含層、-

1.9mにて土擬4､室町1,時期不明3．

GL-2.15mにて古墳後期の包含層。

本文37ページ。

GL-1.1mにて江戸の湿地堆積。

検出できず。

０
０
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層
層
層

含
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包
包
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の
の
の

一
戸
一
戸
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江
江

て
て
て

に
に
に

、
ｍ
、

４
４
３

０
０
０

’
一
一

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｇ
Ｇ
Ｇ

GL-0.65mにて江戸の包含層。

GL-1.83m以下平安の包含層2．

撹乱のみ。

GL-0.45mにて江戸の包含層。

GL-0.2以下江戸の包含層。

検出できず。

検出できず。

GL-0.6mにて平安末期～鎌倉の

土穣3｡

GL-0.65mにて時期不明の包含層。

GL-0.83mにて平安末期の土壌、

-1.15mにて時期不明の土壌。

GL-0.98mにて室町の包含層、-

1.09mにて時期不明の土壌o-1.79

mにて弥生の漏地。

GL-1.16m以下包含層4、鎌倉1

室町3．本文37ページ。

検出できず。

GL-1.78mにて室町の包含層。

GL-1.2mにて室町の落込み。

GL-1.38m以下江戸・時期不明の

包含層各1。

GL-1.66mにて時期不明の包含層、

-1.83m以下時期不明の流れ堆積。

GL-1.04m以下江戸の流れ堆積。

GL-1.43mにて室町の落込み。

GL-2.4mにて時期不明の包含層C

GL-1.97mにて時期不明の包含層。
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－58－

六条四坊十三町

六条四坊十五町

丁
丁
丁
丁
一
Ｊ
丁

田
岡
田
間
田
岡

六
二
三
四
九
四

十坊
坊
坊
坊
坊
坊

四
一
一
一
一
三

条
条
条
条
条
条

六
七
七
七
七
七

七条三坊九町

〃

七条三坊十四町

〃

一
Ｊ
Ｔ
到
丁
丁

田
日
田
日

二
十
二
四

十
十

坊
坊
坊
坊

四
四
四
四

条
条
条
条

七
七
七
七

町
町
町

四
八
七

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
条

八
八
八

八条三坊八町

〃

八条四坊二町

町
町
町

六
四
五

十坊
坊
坊

四
一
一

条
条
条

八
九
九

〃

九条一坊九町

九条一坊十五町

〃

九条一坊十六町

九条二坊八町

九条二坊十三町

町
町

五
八

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

九
九

下､南京極町他

下､御幸町通五条上る安土町617

下､御幸町通万寿寺上る須浜町651

下､上之町124-1

下､西新屋敷太夫町95-3

下､朱雀正会町7

５
２
７
６
１
６

町
町

園
筒

薬
井

入
入

西
東

笥
宮

櫛
若

通
通

町
路

屋
小

花
北

、
、

下
下

下､烏丸通六条下る北町185他

下､烏丸通六条下る北町183-3,4

下､正面通烏丸東入廿人講町

下､下珠数屋町通烏丸東入橘町72

下､間之町通上珠数屋町下る打越町315-2

下､西木屋町通上ノロ下る梅湊町95,95-2.3

下､河原町通七条上る住吉町348

下､正面通二ノ宮町東入上二之宮町390

南､八条源田町44-50

下､下魚柵通猪熊東入樽屋町370

下､七条通～塩小路通・堀川通～西洞院通

下､七条通新町東入西境町

下､七条通新町東入西境町163

下､塩小路通東洞院東入東塩小路町685-2

下､川端町

南､八条内田町地先

南､四ツ塚町13

南､四ツ塚町15

南､八条町436

南､九条町1

南､九条町1

南､九条町621

南､西九条藤ノ木町23

南､西九条春日町19

南､東九条下殿田町40,41,43

南､東九条室町47-3

立
立
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立・試

試
立
試
試
立
立
試
立
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妬
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凪
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胆
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妬
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妬
妬
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恥
１
６
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加
加
、
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４
ｕ
５
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胆
７
６
６
９
ｍ
・
４
８
皿
ｕ
ｕ
５
５
４
ｍ
４
９
５
，
５
５
７
４
６
７
吃
哩
８

２
２
１
１

撹乱のみ。

GL-1.1m以下室町､時期不明の包

含層各1。

巡回時工事終了。

GL-1.6mにて鎌倉の湿地堆積。

検出できず。

検出できず。

GL-0.55mにて江戸の包含層。

GL-1.6mにて平安前期の落ち込

み

GL-1.2mにて平安末期～鎌倉の

整地層。発掘調査に切り換える。

GL-1.4mにて平安後期の包含層、

鎌倉～室町の井戸1.本文37ページ。

盛土のみ。

検出できず。

巡回時工事終了。

GL-0.6m以下流れ堆槙。

GL-0.8m以下鴨川の氾濫堆禎。

GL-0．8m以下時期不明の流れ堆

積◎

掘削なし。

GL-1．0mにて室町の土城。

GL-0.55m以下時期不明の整地層

5，推定油小路路面。

GL-1.5mにて鎌倉の土鞭。

GL－1．7m以下時期不明の流れ堆

積◎

GL-0.65m以下時期不明の流れ堆

積◎

GL-0.5m以下流れ堆禎。

検出できず。

GL-1.1m以下時期不明の流れ堆

積。

GL-0.4mにて江戸の包含層。

GL-0.42mにて平安前期の整地層、

小穴5．

1TGL-0.6mにて江戸の包含層

-0.68mにて鎌倉前期の南北溝1，

土壌1，－0．8mにて平安の整地層。

発掘調査に切り換える。

2TGL-1.0mにて蓮池北肩の石

組み最下部の一段だけ残存。

GL-0.3mにて室町の包含層､－0．6

m以下平安～鎌倉の整地層2．

GL-0.55mにて室町の包含層、-

0.68mにて平安の整地層、平安～室

町の柱穴4。

GL-0.1mにて時期不明の包含層、

-0.5mにて鎌倉～室町の池状堆積。

GL-0.9mにて湿地堆槙､-1.42m

以下、時期不明の流路堆積。

GL-0.5mにて室町の東西溝。

GL-0.75m以下時期不明の流れ堆

積

12

41

36

51

1

1

156

84

57

73

116

128

19

94

164

147

149

28

48

６
９
７
４

13

11

33

26

42

32

92

1

2

65

157

160

76

169

168

101

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

10

10

10

９
９
９
９

10

10

10

10

10

10

10

10

10

9

11

12

12

12

12

12

11

11

11

11

11

11

11

11

11

12

12



太秦地区(UZ)

洛北地区(RH)

－59－

九条三坊十二町

九条四坊十五町

南､東九条烏丸町30

下､屋形町23-1

立
立

7／9．11

8／19

GL-0.6mにて鎌倉～室町の土擴2，

-0.8m以下流れ堆禎。

GL-0．5m以下時期不明の流れ堆

積◎

12－77

12－105

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

一ノ井 遺 跡

〃

円宗 寺 跡．

円乗寺跡

広 隆寺旧境内

″
″

広隆寺境内遺跡

〃

史跡名勝嵐山

蛇塚 古墳

蛇塚 古墳

上ノ段町遺跡

常盤仲之町遺跡

広隆寺旧境内

常盤東ﾉ町古墳群

〃

仁和寺院家跡

″
″
″
〃
″

西野町遺跡

東衣手町遺跡

他
詔

６
１

町
町

井
西

ノ
ケ

ー
森

秦
秦

太
太

、
、

右
右

右､御室大内他

右､太秦東蜂岡町2-7他

右､太秦桂ケ原町20

右､太秦東蜂ケ岡町2

右､太秦桂木町5-10他

右､太秦桂木町5-1他

右､嵯峨天龍寺芒ノ馬場町33

右､太秦面影町地先

右､太秦面影町地先

右､太秦上ノ段町他

右､太秦蜂岡町地先

右､常盤東ノ町6-3,26-3

右､常盤窪町地先

右､常盤御池町3-1他

右､宇多野御屋敷町地先

右､宇多野御池町地内

右､宇多野法安寺町地先

右､宇多野法安寺町地先

右､常盤一ノ井町3

右､嵯峨野千代ノ道町

右､西京極東衣手町38

試
立
立
立
立
立
試
立
試
立
立
立
試
立
試
立
立
立
立
試
試
立

8／1

11／29

9／1～

12／27

７
７

／
／

１
１
１
１

５
７
７

２
２
２

／
／
／

４
６
６

10/1

4／5

4／27～

12／2

4／18

10／28

6／16

12／21

12／12

12／7

4／2

9／8

5／23

4／15

9／13

GL-0.2mにて鎌倉の小穴4､土壌1。

検出できず。

平安後期の溝4．推定仁和寺院家北

院

検出できず。

検出できず。

検出できず。

GL-0.56m以下室町の包含層。

GL-0.5mにて室町の包含層。

GL-1．5mにて室町の包含層｡－1．8

mにて時期不明の焼土壌。発掘調査

に切り換える。

GL-0.3mにて古墳後期の包含層。

本文14ページ。

平安後期の包含層、溝、土壌。

検出できず。

GL-0.5mにて弥生の包含層。

検出できず。

GL-0.22mにて平安後期の包含層。

土壌。発掘調査に切り換える。本文

39．41ページ

攪乱のみ。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

。

GL-3.4mにて時期不明の包含層。

GL-0.5mにて奈良期の瓦散布｡発

掘調査に切り換える。

GL-0.65mにて江戸の土城o

13

21

14

20

19

6

１
２
７

１
１
１

４
７
５

18

10

24

23

22

1

15

９
３

16

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

一

兀 稲荷窯跡

船山須恵器窯跡

植物園北遺跡

〃
″
〃
″
〃
〃
〃

左､岩倉幡枝町743-3

北､西賀茂今原町2-3.6

北､上賀茂高縄手町87-1,2

左､下鴨南芝町35-2

左､下鴨北芝町37

北､上賀茂松本町44-1

左､下鴨南芝町43-3

北､上賀茂岩ケ垣内町96,97-2

北､上賀茂岩ケ垣内町41

北､上賀茂畔勝町29-1

立
立
立
立
立
立
試
試
試
立

6／22

6／15

4／7

4／8

5／19

6／16

7／11

9／9

9／19

10／7

検出できず。

検出できず。

GL-0.44mにて江戸の土壌

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.45mにて時期不明の包含層。

GL-0.8mにて江戸の流れ堆禎。

検出できず。

検出できず。

盛土のみ。

９
７
１
２
６
８
12

14

16

19

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一



北白川地区(KS)

－60－

植 物園北遺跡

〃
″

紫野斎院跡

〃

相国寺旧境内

〃

北野廃 寺

北野遺跡

北野天満宮

境内経塚

聚楽第跡

〃

左､下鴨南茶ノ木町42

左､下鴨半木町

北､上賀茂桜井町77

上､大宮通西裏盧山寺上る二丁目竪社南半町

231

上､大宮通西裏盧山寺上る二丁目竪社南半町

221-2

上､室町通上立売下る裏築地町88

上､室町通上立売下る裏築地町97

北､北野上白梅町65,61

上､今小路通御前西入上る紙屋川町1039-31

上､馬喰町北野天満宮内

上､一条通浄福寺東入北新在家町326

上､一条通智恵光院東入鏡石町12,14,15

立
試
試
立
立
立
立
試
試
立
立
立

８
劉
詔
路
ｕ
吃
理
調
４
岨
釦
４
皿

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

ｕ
ｕ
ｕ
４
５
９
９
６
７
４
９
７
７

GL-0.6m以下流れ堆積。

検出できず。

検出できず。

GL-0.24m以下時期不明の包含層

3

盛土のみ。

GL-0.95mにて江戸の包含層。

GL-1.3mにて室町の包含層。

GL-0.5mにて平安の東西溝｡発掘

調査に切り換える。

GL-0.7mにて室町後期の整地層。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

20

21

22

４
５

５
８
０

１
１
１

3

７
１
３

１

１
１

■■■■■■

■■■■■■

■■■■■■

I■■■■■

－

－

－

－

q■■■■■

q■■■■■

q■■■■■

－

適 跡名 所 在 地 試・立 調査日 概 要 図版番号

一乗寺向畑町遺跡

〃

北白川廃寺

〃

京都大学教養学

部構内遺跡

〃

白河 北殿跡

〃
″

得長寿院跡

〃
″

尊 勝寺跡

法 勝寺跡

″
″

成勝寺跡

〃

最勝寺跡

円勝寺跡

白河街区

〃
″
″
〃

左､一乗寺向畑町16-1

左､修学院十権寺町12-2

左､北白川大堂町8

左､北白川山田町67

左､吉田二本松町62

左､吉田本町21-4,22-3

左､聖護院川原町27-4他

左､東丸太町34-12

左､東丸太町25-1

左､岡崎徳成町20-2他

左､聖護院蓮華蔵町56-14

左､岡崎徳成町28-5

左､雄崎西天王町97

左､岡崎法勝寺町55他

左､岡崎天王町61-7

左､岡崎天王町49-1

左､岡崎成勝寺町

左､岡崎成勝寺町1-7

左､岡崎最勝寺町13

左､岡崎円勝寺町91-65他

左､岡崎徳成町

左､頭町338-5.6

左､聖護院山王町28-29

左､聖護院山王町40

左､岡崎円勝寺町154,149-2

立
立
立
試
立
立
試
試
立
試・立

立
立
試
試
立
試
立
立
立
立
立
立
立
立
立
試

６
７

１

１

，
一
９

的
１
７
ｍ
吃
皿
７
６
１
８
週
皿
珀
６
皿
７
皿
唱
”
略
ｕ
ｍ
ｍ
７
詔

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

５
８
７
８
４
吃
７
ｍ
ｕ
４
５
６
７
７
９
ｍ
４
７
７
吃
５
６
６
７
９

巡回時工事終了。

検出できず。

巡回時工事終了。

検出できず。

GL-0.2m以下、時期不明の包含

層3

盛土のみ。

GL-0.6mにて時期不明の包含層。

GL-1.2m以下平安末の湿地堆積。

GL-0.83m以下流れ堆積。

GL-0.95mにて室町の包含層、－

1.15mにて平安後期の柱穴l､土壌3

検出できず。

検出できず。

GL-0.75mにて江戸の包含層。

GL-0.65m以下鎌倉～江戸の流れ

堆積。本文41ページ。

GL-0.75mにて江戸の落ち込み。

GL-1.2mにて室町～江戸の土城、

小穴、溝､-1.8mにて平安後期の南

北溝。発掘調査に切り換える。

GL-0.85mにて江戸の包含層。

GL-1.03mにて鎌倉～室町の包含

層

撹乱のみ。

GL-1.3mにて室町の落込み｡本文

41ページ

GL-1.44mにて時期不明の整地層。

盛土のみ。

巡回時工事終了。

GL-0.82mにて鎌倉の土擴。

GL-0.6mにて室町の包含層､－0．9

mにて平安後期の瓦多量。発掘調査

に切り換える。本文38．41ページ

7

８
４
９

１
１
１

2

31

12

25

29

1

5

10

16

11

21

26

3

15

17

32

４
８
９

13

22

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１

１
１
１
１

１
１

１
１

１
１

１
１
１
１
１



洛東地区(RT)

－61－

白河街区

〃
〃
″
″

南禅寺境内遺跡

遺跡外

左､新車屋町160

左､聖護院中町14

左､聖護院東町7

左､吉田下大路町7-1.2

左､福本町413

左､南禅寺福地町

左､一乗寺御祭田町2修学院中学校

立
立
立
立
立
立
立

18

３
４
珀
妬
８
妬
羽

／
／
／
／
／
／
／

、
ｍ
ｍ
ｍ
ｕ
５
８

GL-0.2m以下包含層4、江戸3

平安後期1。

GL-1.0mにて平安の柱穴。

◎
。
◎

層
層
層

飴
峨
飴

の
明
剛

柵
鮴
鮴

蝋
僻
僻

に
以
に

、
ｍ
、

６
５
５

６
１
１

０
０
１

一
一
一

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｇ
Ｇ
Ｇ

検出できず。

GL－0．3m以下室町～江戸の包含

層3

23

24

27

28

30

6

20

一
一
一
一
一
一
一

３
３
３
３
３

１

１
１
１
１

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

勧修寺境内
一

兀 屋敷 廃寺

山科本願寺跡

〃

〃

人康親王山荘跡

正覚寺跡法性寺跡

大 宅廃寺

大塚遺跡

中臣遺跡

″
〃
〃
″
″
″

〃

珍皇寺境内遺跡

〃

法興院跡

法住寺殿跡

〃

″
〃

法性寺跡

〃
″

六波羅政庁跡

″
″
〃

〃
〃

山､勧修寺本堂山町10-15.17

山､大塚元屋敷町大岩

山､西野離宮町40他

山､西野山階町29

山､西野広見町31-5

山､安朱馬場ノ東町地内

伏､深草願成町40

山､大宅鳥井脇町11-2

山､小山中ノ川町17-1

山､勧修寺東栗栖野町83,83-2

山､勧修寺西金ヶ崎20

山､西野山中臣町26-106

山､勧修寺西金ケ崎77-1

山､東野森野町1-7他

山､勧修寺西栗栖野町21-2,21-4

山､栗栖野狐塚町1-1

山､西野山中臣町20

東､小松町11-11

東､轆轤町123

中､河原町通夷川上る指物町330

東､本町十丁目162

東､泉涌寺門前町29-34

東､三十三間堂廻り657

東､西之門町558-1

東､泉涌寺雀ケ森町3-3他

東､泉涌寺五葉ノ辻町7-33

東､本町十五丁目794

東､五条橋東四丁目452,453-1

東､上新シ町362

東､轆轤町90

東､門脇町186-1

東､上堀詰町287

東､鐘鋳町407

Ｊ

立
立
試
立
立
立
立
立
試
試
立
立
立
立
立
試
試
立
立
立
立
立
立
立
立
立
武･立

立
立
立
立
立
立

7／7

8／2．6．30

4／12

5／30,

6／2

7／18

12／20

6／10

6／15

12／9

０
５
２
２

／
／

６
７

8／6

４
２
７
６

２
２
１
２

／
／
／
／

８
９
ｍ
ｍ

11／2

7／25

9／19

8／5

4／4

6／10

7／12

9／7

０
５
２
１

／
／

５
６

11／2．15

５
４
２
１

／
／

７
９

10／3

10／12

９
９

／
／

１
２
１
１

検出できず。

検出できず。

GL-0.2m以下流れ堆積。

GL-1.3mにて山科本願寺の東西

の石組溝。本文17ページ。

０
０

ず
ず

き
き

で
で

出
出

検
検

盛土のみ。

GL-0.8mにて時期不明の土壌2。

検出できず。

GL-0.5mにて古墳前期の包含層。

盛土のみ。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

GL-0.3mにて時期不明の溝2，落

ち込み1。

GL-0.76mにて土壌・柱穴。

盛土のみ。

GL-1.16mにて江戸の落ち込み。

GL－0．6m以下時期不明の流れ堆

積

GL-0.7mにて時期不明の包含層。

GL-0.5m以下時期不明の流れ堆

積

GL-0.55mにて平安末期の整地層。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.85m以下時期不明の包含層。

1TGL-0.5mにて平安前期の東

西溝。2TGL-0.2mにて南北の

溝3、中世1，時期不明2．発掘調

査に切り換える。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.7mにて江戸の包含層。

GL-0．6m以下時期不明の流れ堆

積

GL-0.62m以下流れ堆積。

検出できず。

11

17

何
〃
』
包
喘
Ｕ

13

36

７
９

４
０
５
９
０
６
９
０
１
６
４
８
１
６
２
１
４
８

３
１
１
１
２
２
２
３
３
１
２
１
１
２

２
４
２
７
８
３
５

３
１
２
２
２
３
３

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１

１



伏見･醍醐地区(FD)

－62－

六波羅政庁跡

〃法住寺殿跡

六波羅政庁府

東､大和大路一丁目533-8他

東､下堀詰町地先

東､芳野町88

立
立
立

4／14

9／14.19

12／21

GL-0.36m以下包含層3、江戸1、

時期不明2。

GL-0.5mにて鎌倉の落ち込み。

盛土のみ。

－3

３
７
２
３

’
一

遺跡 名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

伏見城 跡

″
″
〃
〃
″
″
″
″

〃
〃
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃
″

″
″
〃
″
″

″
″
〃
″
〃
″
〃

深草坊町遺跡

深草遺跡

伏､京町八丁目横町地先

伏､桃山長岡越中北町1,2

伏､桃山水野左近東町59

伏､道阿弥町149-3

伏､京町北八丁目75-9

伏､深草中ノ島町2-2

伏､桃山町泰長老111,他

伏､京町九丁目42-13.14

伏､桃山筑前台町26-2他

伏､桃山町永井久太郎59-1

伏､南浜町271

伏､桃山町下野31-1

伏､鍋島町18

伏､桃山羽柴長吉東町86

伏､桃山町遠山66-3

伏､新町四丁目455-2

伏､銀座町二丁目34

伏､桃山町遠山69,69-2

伏､京町南八丁目101-1

伏､両替町九丁目264-1

伏､京町北七丁目10-1

伏､桃山筑前台町1-1

伏､西大手町307-56他

伏､桃山町百軒屋地先～桃山町新町地先

伏､豊後橋町62-1他

伏､紙子屋町539-2.4.5

伏､桃山最上町19-1.3.4

伏､桃山町鍋島1-5

伏､桃山町永井久太郎59-2

伏､桃山町泰長老99-10

伏､京町2丁目218

伏､西奉行町1-1

伏､桃山町真斉3

伏､深草中ノ島町14-8

伏､深草大亀谷万帖敷町547-1

伏､西奉行町1-1

伏､深草西伊達町1

伏､深草野田町16-1他

立
立
立
立
立
立
試
立
試
試
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
立
試
試
立

５
２

６
５

２
２

●

●

●
夕

●

●

５
ｕ
鴫
詔
６
岨
肥
加
妬
妬
ｍ
ｍ
４
７
あ
あ
”
１
２
３
９
晦
躯
型
３
７
７
９
釦
”
釦
妬
９
，
７
型
吃
過
Ⅳ
釦

／
３
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
〃
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

４
．
４
４
５
５
５
５
５
５
６
６
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
９
，
９
９
９
９
ｍ
ｍ
ｕ
ｕ
哩
吃
吃
蛇
５
７

GL-0.37mにて時期不明の包含層。

GL-0.5mにて桃山の落ち込み。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

GL-1.1m以下流れ堆積。

GL-0.5mにて時期不明の土涜。

GL-1.0mにて江戸前期の包含層、

-1.2mにて桃山～江戸前期の柱穴

10

検出できず。

撹乱のみ。

検出できず。

GL-0．7mにて時期不明の池跡。

GL-0.85mにて江戸の包含層。

巡回時工事終了。

GL-0.65m以下江戸の包含層2．

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

検出できず。

GL-0.5mにて時期不明の包含層。

GL-0.6mにて時期不明の土壌。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.92mにて鎌倉の包含層。

1TGL-0．5mにて桃山の土渡。

3TGL-1.6mにて南北方向の石

組溝と路面､発掘調査に切り換える。

本文24ページ。

GL-0.95m以下流れ堆積。

検出できず。

GL-1.2mにて江戸の包含層。

盛土のみ。

検出できず。

検出できず。

GL-1.6mにて江戸の石垣2，整地

層2．発掘調査に切り換える。

GL-2.15mにて火山灰層。

検出できず。

１

２
３
４
５
７
８
９
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11

12

13

14

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

31

32

33

35

36

38

39

40

41
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一



鳥羽地区(TB)

－63－

深草遺 跡

〃

おうせんどう廃寺

伏､深草西伊達町1

伏､深草西浦町3丁目44

伏､深草鞍ケ谷43-2

立
立
立

11／8

11／18。

9／27

盛土のみ。

GL

路 。

一
Ｊ 0.6mにて時期不明の南北流

検出できず。

４
７
３
３

’
一

－30

遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

唐橋遺 跡

〃

淀城跡

〃

下鳥羽遺跡

〃

″
″
″
〃

上鳥羽遺 跡

〃

西飯食町遺跡

〃

長岡京跡隣接地

鳥羽離宮 跡

″
″
″

″
〃

〃
〃
″

〃

〃

″
″
″
″
″
″

〃

南､唐橋堂ノ前町22-3

南､吉祥院九条町43-1

伏､淀本町52

伏､淀本町173-17.18

伏､下鳥羽芹川町19

伏､下鳥羽芹川町3-1.27

伏､北端町14

伏､下鳥羽芹川町他

伏､下鳥羽芹川町33-1

伏､下鳥羽芹川町

南､上鳥羽南島田町77,78,80

南､上鳥羽北花名町13-2

伏､深草飯食町837

伏､深草西飯食町3-1

伏､淀下津町107

伏､中島河原田町4-65

伏､竹田田中殿町地先

伏､中島前山町5-4.5.6

伏､竹田田中宮町4

伏､中島河原田町4-12

伏､中島御所ノ内町26-55

伏､竹田桶ノ井町38

伏､中島堀端町49-1.2

伏､竹田小屋ノ内町20,20-1

伏､竹田浄菩提院町60-1

伏､竹田内畑町10-8他

伏､竹田浄菩提院町47-3.10

伏､竹田小屋ノ内町6-1,23他

伏､中島堀端町3

７
１
４
９

町
町

端
畑

堀
内

島
田

中
竹

、
、

伏
伏

伏､竹田内畑町86-2

伏､中島外山町3

立
立
立
立
立
試
試
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
試
試
立
試
立
立
試
試
試
立
立
立
立
立
試
立

３

型
型
過
珀
７
劃
６
劃
鴫
詔
３
週
６
羽
”
２
６
８

羽
１
４
２
型
妬
２
恥
唱
珀
３
４
６
，
、

／
／
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／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
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／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
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／

０
６
７
７
８
８
８
９
ｕ
９
９
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

ｍ
８
９
８
９
叩
５
７
蛇
６
ｍ
５
７
５
４
６
６
６

１ GL-0.58mにて時期不明の包含層

2.-0.89m以下流れ堆禎、古墳時

代の遺物を含む。

GL-0.74mにて時期不明の包含層。

GL-2.25mにて江戸の包含層。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.72m以下時期不明の流れ堆

積

GL-1.8m以下流れ堆積。

検出できず。

GL-1.1mにて弥生～古墳の包含

層 0

GL-1.9mにて弥生の流れ堆種。

GL-0.12m以下時期不明の流れ堆

積◎

GL-0.9mにて時期不明の土概。

検出できず。

GL-0.3m以下江戸の流れ堆禎。

盛土のみ。

検出できず。

GL-2.2m以下平安の湿地堆禎。

2TGL-0.4mにて鎌倉前期の溝。

3TGL-0.38mにて平安末～鎌

倉前期の掘立柱の根石・溝・土城。

発掘調査に切り換える。

盛土のみ。

GL-0.4m以下平安後期･時期不明

の包含層各1。

盛土のみ。

検出できず。

GL-1.2mにて平安後期の池状堆

積。

GL-1.0mにて10～15cm前後の玉

石でつくられた園池の洲浜。

GL-0．7mにて鳥羽離宮期以前の

溝。

検出できず。

耕土のみ。

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

GL-1.1mにて平安後期の整地層、

溝。発掘調査に切り換える。

盛土のみ。
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南･桂地区(MK)

一

長岡京地区(NG)

－64－

鳥羽 離 宮 跡

″
〃
″
″

伏､中島秋ノ山町26

伏､竹田小屋ノ内町71-3他

伏､竹田浄菩提院町31-2

伏､竹田浄菩提院町105-12

伏､中島前山町4-1

試
立
立
立
立

Ⅳ
配
１
別
記

／
／
／
／
／

０
１
２
２
２

１
１
１
１
１

1TGL-1.2mにて尉犬庭園遺機

盛土のみ。

盛土のみ。

検出できず。

検出できず。

31

34

35

37

38

一
一
一
一
一

14

14

14

14

14

遺跡 名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

中久世遺跡

〃

〃

．〃

″
″
〃
〃

大薮 遺跡

上久世遺跡

革嶋 館跡

明治池須恵器窯

跡隣接地

福西古墳群

史跡名勝嵐山

天鼓の

森古墳隣接地

南､久世中久世町四丁目91

南､久世中久世町三丁目68

南､久世殿城町498他

南､久世中久世町四丁目4

南､久世中久世町五丁目45

南､久世中久世町五丁目63

南､久世殿城町433,434

南､久世中久世二丁目132

南､久世大薮町291

南､久世上久世町地先

西､川島玉頭町19-1

西､大原野灰方町960他

西､大枝東長町1-67

西､嵐山上河原町1-3

西､上桂森上町26桂中学校

立
試
立
立
立
立
立
立
試
立
立
立
立
立
立

5／14

5／24

6／6

9／21.26

9／26

４
４
１

１
２
３

／
／
／

１
２
０

１
１
１

10／27～

12／1

5／25

１
９

／
／

８
８

9／29

10／21

11／11

GL-0.93m以下時期不明の流れ堆

積

GL-1.0m以下大量の弥生土器を含

む流路。本文41ページ。

巡回時工事終了。

GL-0.75mにて弥生中期の溝。本

文41ページ。

検出できず。

検出できず。

盛土のみ。

検出できず。

GL-0.7mにて室町～桃山の建物

跡､井戸､溝｡(62MK13と同地）

検出できず。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

GL-0.7m以下時期不明の流れ堆

積

検出できず。

１

２
４
７
８
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一
一
一
一
一
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15

15

15

15

15

15
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遺跡名 所在地 試・立 調査日 概 要 図版番号

跡京長岡

〃
″
〃
″
″
″
〃
″
″
〃
〃

伏､羽束師菱川町396

伏､羽束師菱川町138

伏､羽束師菱川町491

伏､葭島渡場島町32他

伏､納所町205

伏､羽束師菱川町239

伏､葭島渡場島町37

南､久世築山町377

伏､羽束師古川町243,244,245

伏､横大路西海道3－1

南､久世東土川町242

伏､羽束師菱川町361-1

立
立
試
立
立
立
立
立
試
立
立
試・発

5／6

３
８
１
１

／
／

５
５

5／23

7／21

8／5

8／23

9／19

9／22

３
３

／
／

０
０
１
１

10／12,

20～28

盛土のみ。

GL－0．7mにて平安の包含層。

GL-1.0m以下時期不明の湿地堆

積

GL-0.75m以下時期不明の流れ堆

積0

盛土のみ。

GL-0.3m以下時期不明の流れ堆

積

GL-0.85m以下時期不明の流れ堆

積

検出できず。

GL-1．7mにて室町の包含層。

検出できず。

盛土のみ。

GL-0.5mにて長岡京期の土擴4。

発掘調査に切り換える。
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３
４
５
６
７
８
９
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｜
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一
一
一
一
一
一
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一

15
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(なお、図版番号の内右の番号は調査記号と一致する｡）

－65－

長 岡京跡

″
″
″

南､久世築山町377

西､大原野上里南ノ町905他

伏､久我森ノ宮町14-22

伏､久我本町12-12他

立
立
立
立
発

11／17

11／24

12／12

5／11～

6／23

GL-1.57m以下時期不明の流れ堆

積。

GL-0.3m以下小畑川の旧流路。

検出できず。

GL-0.5mにて弥生中期の方形周

溝､古墳中期の溝､長岡京期の建物。

15－14

５
６
１
１

’
一

15－21
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調査地点位置図
図
版
一

平安京図葉分割図

右京 左京
一条大路

又
’
４

三条大路

七条大路

九条大路

西
京
極
大
路

道
祖
大
路

西
洞
院
大
路

東
京
極
大
路

朱
雀
大
路

凡例

■63年度試掘調査地点

▲ － 6 3 年 度 立 会 調 査 地 点

□62年 度 試 掘 調 査 地 点

△－62年度立会調査地点
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Ｆ
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－
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